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はいさい　ぐすーよー　ちゅーうがなびら。
　本市では、「第５次那覇市総合計画」を平成３０年に策定し、市民と行政が共に目
指すべき本市のまちづくりの将来像として、「なはで暮らし、働き、育てよう！笑
顔広がる元気なまちＮＡＨＡ　みんなでつなごう市民力」をテーマに掲げ、その実
現に向け、経済、子ども・教育、福祉など幅広い分野の施策を着実に推進してまい
りました。
　一方、計画策定後においては、未曽有の新型コロナウイルス感染症が市民生活
や地域経済に大きな影響を及ぼしたほか、デジタル技術の急速な発展や、地球温
暖化による気候変動など、私たちを取り巻く社会環境は目まぐるしく移り変わり
ました。
　総合計画では、その計画期間を10年間と定めており、社会情勢の変化に対応す
るため、５年を経過する時点で検証し、必要に応じて計画の見直しを行うものと
しております。それに基づき、今回の中間検証を行うにあたり、時代を捉えた「見
直しの５つの柱」を設け、その観点を踏まえた検証と見直しを行いました。
　これにより改訂版では、基本計画の軸となる「未来への視点」を補完する新たな
視点として､「デジタル社会の実現（ＤＸ）」や､「持続可能な社会の実現（ＳＤＧｓ）」
及び「生きがいのある社会の実現（Ｗell－being）」 の３つを「まちづくりを支える
新たな架け橋」として加え、これらを強く意識し、本総合計画に掲げる各施策の推
進に取り組むこととしております。
　私は、全ての人が多様性を尊重し、寛容の心を持つ社会となるよう、多くの力を
ひとつにまとめていくことが何より重要であると考えております。「市民のため
に、市民とともに」を胸に、なはに暮らし、働き、集う、全ての人々の期待感と高揚
感にあふれる協働のまちづくりを一層進めてまいります。
　最後に、本総合計画の中間検証及び見直しにあたり、貴重なご意見をいただき
ました市民の皆様、様々な視点から熱心にご審議いただきました那覇市総合計画
策定審議会委員の皆様、積極的にご参画いただきました市議会議員の皆様に、心
から感謝申し上げます。
　いっぺー　にふぇーでーびる。

令和6年1月　　　　　　　　
那覇市長　知念　覚

第５次那覇市総合計画の
中間検証及び見直しにあたって
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● 自治会や校区まちづくり協議会など
が活発に活動するまちをつくる

● 市民が幅広い活動に参加する仕組
みが整ったまちをつくる

第5次那覇市総合計画施策体系

なはで暮らし、働き、育てよう！ 笑顔広がる元気なまち NAHA
～ みんなでつなごう　市民力 ～

小さな「わ」が大きな「Ｗａ」に
広がる協働によるまちづくり

● 地域の防犯・交通安全活動を推進
し、安全安心を実感できるまちをつ
くる

● 相談体制が充実した暮らしを守るま
ちをつくる

● 災害対応力の高いまちをつくる

地域の力が重なる
安全安心のまちづくり

● 平和を希求する想いを発信し、平
和の尊さを受け継いでいくまちを
つくる（施策６）

● 国際交流で、つながり、ひろがるま
ちをつくる

交流の輪を広げ
平和を希求するまちづくり

● 一人ひとりの人権が尊重され、誰も
が心豊かに安心して暮らせるまちを
つくる

人権が尊重され、
誰もが心豊かに安心して
暮らせるまちづくり

● 地域のみんなが、支え合うまちをつ
くる

● 小学校区などの身近な地域の中で、
高齢者がいきいきと暮らせるまち
をつくる

● 障がいのある人が安心して暮らし、
働けるまちをつくる

● 子どもの貧困対策をすすめ子ども
達が夢を持って成長できるまちを
つくる

地域で暮らし地域で支える
まちづくり

● 市民一人ひとりが健康づくりを実践
するまちをつくる

● 市民一人ひとりがこころの健康を維
持することができるまちをつくる

● 親と子が地域の中で共につながり
健やかに暮らせるまちをつくる

すべての人が健康で
生き生きと暮らせるまちづくり

● 地域医療の充実したまちをつくる
● 適切に救急医療につなげるまちを
つくる

● 健診受診の意識を高め、医療費の
適正化を進めるまちをつくる

身近な地域で良質かつ適切な
医療が受けられるまちづくり

● 衛生的で快適な生活環境を守るま
ちをつくる

● 健康危機管理体制が整ったまちを
つくる（施策20）

衛生的で快適に暮らし、
健康危機にも強いまちづくり

● すべてのこどものそれぞれの時期
に適した居場所のあるまちをつくる

● 支援が必要なこどもや保護者に必
要な支援が届くまちをつくる

子育てが楽しくなるまちづくり

● 自ら学び心豊かに成長する子どもを
応援するまちをつくる

● 学校施設の補修・整備をすすめ、安
全安心な教育環境があるまちをつ
くる

自らの力で未来を拓く
子ども達を応援するまちづくり

● どこでも誰でも生涯学習ができるま
ちをつくる

● どこでも誰でも生涯スポーツができ
るまちをつくる

● 学校が学びや育ちの拠点となるま
ちをつくる

生涯学習を推進し、
地域の教育力を向上させる
まちづくり

● 文化が保存され継承されるまちを
つくる

● 市民の文化芸術・芸能活動を支援
するまちをつくる

郷土の歴史、
伝統文化・芸能にふれあい、
新たな文化を創造する
まちづくり

● 国際化に対応した観光環境の整備
されたまちをつくる
（施策30）

● 那覇らしい観光資源の発掘・創造と
魅力のあるまちをつくる

ビジネス・リゾートと
歴史・文化が融合する
観光まちづくり

● 戦略的産業及び新たな産業の振興
により稼げるまちをつくる

● 商工業が発展するまちをつくる
● 農水産業が活き活きとしたまちをつ
くる

● 那覇港の物流・交流拠点機能を強
化し、世界に開かれたまちをつくる

● オープンデータが活用されるまち
をつくる

様々な産業が集い・育ち・
ひろがるまちづくり

● みんなが笑顔で楽しく働きやすいま
ちをつくる

● 産業を支える人材が育つまちをつ
くる

産業を支える市民と
その労働環境を整える
まちづくり

● 商店街やマチグヮーなどが賑わうま
ちをつくる

● 中心市街地の再整備などを行い魅
力あるまちをつくる

中心市街地を活かした
まちづくり

● 省エネを実践するライフスタイルへの転換を
促進するまちをつくる（施策41）

● ごみを減らし、資源として再使用、
再生利用するまちをつくる

省エネを実践し、
資源が循環するまちづくり

● 那覇らしい景観を実現し、次世代に受け継ぐ
まちをつくる

● 自然や水辺環境をみんなで育むまちをつくる
● 魅力ある公園を整備し、みどりを守り・育て・
活かすまちをつくる

● 地域と共にみどり豊かな美しい道路空間のあ
るまちをつくる

自然環境が育まれた那覇らしい
亜熱帯庭園都市のまちづくり

● 市街地の整備を促進し安全で快適な魅力ある
まちをつくる

● 誰もが移動しやすいまちをつくる
● 住宅環境が整備され、快適に住むことができ
るまちをつくる

● 人と動物が共生し、衛生的な生活環境が確保
されたまちをつくる

暮らして良し歩いて楽しい
快適なまちづくり

● 安全安心で快適な都市空間の確保されたまち
をつくる

● 強靭な水道で、いつでもどこでも安全安心な
まちをつくる

● 公共下水道を整備促進し、安全安心なまちをつくる

災害に強い都市基盤の整備で
安全安心のまちづくり

● 地域の特性を活かし魅力が高められたまちをつくる
● 那覇港湾施設(那覇軍港)の跡地を活かした
まちをつくる

那覇の魅力と特性を活かした
土地利用を進めるまちづくり

● 社会の変化に対応できる職員の育
成と組織づくりをすすめる

● 行政サービスの電子化により市民
の利便性を高める組織づくりをすす
める（施策57）

市民との信頼を深める
職員の育成と組織づくり

● 市民満足度の高いサービスの提供
をすすめる（施策58）

● 持続可能な財政運営をすすめる

基本構想を推進するために

効率的で効果的な
行財政運営を行う

基本計画にもとづいて3年間の具体的な事業計画を策定します。　 　事業の効果や財政状況を評価・勘案して毎年度見直し改定します。

まちづくりの姿勢：協働の絆・平和の絆 ・共生の絆・活力の絆・共鳴の絆

※下線部は
　今回の中間検証及び
　見直しの対象箇所です。

市民との信頼を深め、
効率的で効果的な
行財政運営を行う

ヒト・モノ・コトが集い、
育ち、ひろがる
万国津梁のまち　NAHA

自然環境と
都市機能が調和した
住みつづけたいまち　
NAHA

次世代の未来を拓き、
豊かな学びと文化が薫る
誇りあるまち　NAHA

互いの幸せを
地域と福祉で支え合い
誰もが輝くまち　NAHA

めざすまちの姿
多様なつながりで
共に助け合い、
認め合う安全安心に
暮らせるまち　NAHA

未来への視点：「つながる力」を広げる視点・ 「稼ぐ力」を高める視点・「ひきつける力」が輝く視点

まちづくりを支える新たな架け橋：デジタル社会の実現（ＤＸ）・  持続可能な社会の実現（ＳＤＧｓ）・生きがいのある社会の実現（Ｗｅｌｌ-ｂｅｉｎｇ）
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目次
　　第５次那覇市総合計画とは

第５次那覇市総合計画（以下「総合計画」という。）
は、将来における本市のあるべき姿と進むべき方
向性を示したまちづくりの指針であり、その実現
に向けて総合的かつ計画的な行政運営を進めるた
めの必要な政策・施策を体系的に定めた、本市の
最上位計画です。

本市は、総合計画に沿って、まちづくりの将来
像として掲げた「なはで暮らし、働き、育てよう！

笑顔広がる元気なまち ＮＡＨＡ～みんなでつなご
う市民力～」の実現に向けて、子ども・子育て支援、
経済政策の振興、協働によるまちづくりの推進な
ど、各種施策を展開していくとともに、社会情勢
の変化や多様化する行政ニーズについても柔軟に
対応することが求められています。

 1

第５次那覇市総合計画の
中間検証及び見直しの方針

　　中間検証及び見直しの必要性

総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」
の三つの層で構成しており、基本計画の期間は、
平成30（2018）年度から令和9（2027）年度まで
の10年間としています。なお、社会情勢の変化に
対応するため、５年を経過する時点で、市民・議会
の参画のもと検証し、必要に応じて基本計画の見
直しを行うものとしています。

昨今、新型コロナウイルス感染症が世界中で猛
威を振るい、社会経済活動に大きな影響を与えて
います。今後も新型コロナウイルス感染症につい
ては、感染状況や国・県等の動向を踏まえつつ、
柔軟な対応が求められています。

加えて、新型コロナウイルス感染症の拡大を契
機としたＩＣＴ（情報通信技術）の進展による社会
全体のデジタル化や、持続可能な社会の実現を
目指すＳＤＧｓ、脱炭素化を実現するカーボン
ニュートラル、人々が幸せに満たされた状態を示
すウェルビーイングなど、社会の状況や市民の意
識は、大きくかつ急速に変化しています。

このような社会情勢の変化を的確に捉え柔軟に
対応するため、計画期間の中間年度を迎える令和
４年度から令和５年度にかけて、市民・議会参画
のもと、基本計画の検証及び見直しを行います。

 2

　　中間検証及び見直しの基本的な考え方

平成30年度策定時には予測できなかった、世界
及び日本国内で影響の大きい「withコロナ・after
コロナへの対応」「デジタル・トランスフォーメー
ション（ＤＸ）の推進」「ＳＤＧｓ（持続可能な開発
目標）の達成」「カーボンニュートラル（脱炭素化）

の実現」「ウェルビーイングの実現」を昨今の社会
情勢の変化と捉え、これらを『５つの柱』として掲
げ、この観点から基本計画について検証及び必要
な見直しを行うものとします。 

 3

令和４年８月１日　市長決裁
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第５次那覇市総合計画の中間検証及び見直しの方針

　　社会情勢の変化を踏まえた検証及び見直しの５つの柱 4
柱１：with コロナ・after コロナへの対応柱１：with コロナ・after コロナへの対応

令和元（2019）年12月に発生した新型コロナウ
イルス感染症は、世界規模で急速に拡大し、人々
の消費行動や社会活動、企業の経済活動等に大き
な影響を与えました。

これに対し本市は、「命をまもる」「経済をつなぐ」
「日常をつくる」の３つを新型コロナウイルス感染
症対策に関する基本方針とし、本方針を支える６
つの柱として「感染拡大防止策の推進」「経済の底
上げ対策の推進」「新しい生活様式の推進」などを
掲げ、様々な対策を講じてきました。引き続き本
方針の下、感染症対応に取り組み、「ニューノーマ
ル（新たな日常）」に適合したまちづくりを進めま
す。

とりわけ、医療・感染症対策分野においては、
今後も感染症に迅速かつ的確に対応するため、「那
覇市健康危機管理基本指針」や各種計画の改定を
行うなど、保健所機能を強化していくとともに、
国や県、那覇市医師会をはじめ、関係機関や団体
等との連携をより一層図りながら、感染症対応に
取り組んでいきます。

また、経済観光分野においては、令和３年（2021
年）11月に策定した「那覇市コロナ期観光回復戦
略」に基づき、新型コロナウイルス感染症拡大によ
るダメージからの那覇観光の回復を目指した取組
を推進するなど、感染拡大防止と社会経済活動の
両立を図ります。

柱２：デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の推進柱２：デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の推進
新型コロナウイルス感染症の拡大を契機として、

テレワークやフレックスタイム等の新しい働き方
の浸透や、医療や教育を始めとした多分野でのデ
ジタル化の進展など、市民の価値観やライフスタ
イルの多様化が進んでおり、ニューノーマル（新
たな日常）に向けて社会全体のデジタルトランス
フォーメーション（ＤＸ）の加速が求められていま
す。

本市の行政運営においても、デジタル技術を積
極的に活用し、「行政サービスの向上」と「内部事務
の効率化」に向けた抜本的な変革に取り組むほか、
デジタル技術を活用した地域課題の解決や、新た
な価値の創造を目指すため、総合計画に掲げる５
つの「めざすまちの姿」に紐づく各分野における施
策の推進において、デジタル技術を利活用した変
革の視点を取り入れていきます。
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柱３：ＳＤＧｓ柱３：ＳＤＧｓ（ S u s t a i n a b l e  D e v e l o p m e n t  G o a l s（ S u s t a i n a b l e  D e v e l o p m e n t  G o a l s：持続可能な開発目標）：持続可能な開発目標）の達成の達成
ＳＤＧｓは、「誰一人取り残さない（leave no 

one behind)」という理念の下、2030年を達成年
限とする全ての国が取り組むべき「持続可能な開
発目標」であり、貧困、飢餓、健康・福祉、教育、ジェ
ンダー、気候変動、平和などに関する17のゴール
が掲げられています。日本国内においてもＳＤＧ
ｓの達成に向け、国や地方自治体、民間企業、市
民社会、消費者、地域の住民、ＮＰＯなどの多様
なステークホルダーが、自分ごととして捉え、連

携・協働して取り組んでいくことが求められてい
ます。

本市においては、本市の最上位計画である総合
計画とＳＤＧｓの関係を明示した「那覇市ＳＤＧ
ｓ推進方針」に基づき、引き続き総合計画と一体的
に推進することでＳＤＧｓの達成を図ります。

柱４：カーボンニュートラル（脱炭素化）の実現柱４：カーボンニュートラル（脱炭素化）の実現
令和２年10月、政府は2050年までに温室効果

ガスの排出を全体としてゼロにする、カーボン
ニュートラル（脱炭素化の実現）を目指すことを宣
言しました。

本市においては、脱炭素社会、環境負荷を低減
した循環型社会の実現により、将来の世代も安心
して暮らせる、持続可能な経済社会をつくるため、
温暖化防止に資するあらゆる「賢い選択」ＣＯＯＬ 

ＣＨＯＩＣＥ（脱炭素づくりに貢献する製品への
買い替えやサービスの利用、ライフスタイルの選
択など）の普及啓発を継続するとともに、カーボン
ニュートラルに向けて、「那覇市環境基本計画」及
び「那覇市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」
を改定し、ゼロカーボンシティ宣言を表明します。

柱５：ウェルビーイングの実現柱５：ウェルビーイングの実現
身体的・精神的・社会的にも満たされた状態を

示すウェルビーイング（Well-being）の概念は、新
型コロナウイルス感染症の拡大により、物質的な
豊かさだけではなく心の豊かさが重要視される近
年、国の方針や県の計画等に掲げられるなど取組
が進んでいます。

本総合計画で掲げた、まちづくりの将来像「なは
で暮らし、働き、育てよう！笑顔広がる元気なま

ち ＮＡＨＡ」の実現は、まさに幸福度や満足度が
充実したウェルビーイングの状態であるといえま
す。総合計画の推進により、個々の幸せが尊重さ
れる地域社会及び市民一人ひとりに合った幸せが
感じられるまちの実現を目指します。

引き続き、市民意識調査において、「幸福度」及
び市の政策に対する満足度・重要度の把握に努め
ていきます。
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第５次那覇市総合計画の中間検証及び見直しの方針

　　項目別検証及び見直し内容 5
基本計画の総論並びに各論（政策、施策及び指標）

について、社会情勢の変化を踏まえた検証及び見
直しの５つの柱の観点から、検証及び必要な見直
しを行います。

基本計画各論については、施策20、30、41、
57、58を主な検証及び見直しの対象とし、その
他必要に応じて、５つの柱に関連する施策の検証
及び見直しも行うものとします。

また、各施策の指標についても確認し、必要に
応じて見直しを行います。

項目

基本計画

第１部
基本計画

総論

「未来への視点」を補完する新たな視点として、

• 柱２：デジタル・トランスフォーメーションの推進
　市民サービス、内部事務及び地域のデジタル化

• 柱３：ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成
　那覇市 SDGs 推進方針、各施策と SDGs の各ゴールの対応表

• 柱５：ウェルビーイングの実現 
を新たに追加。

第 2 部
基本計画

各論

・各施策の内容及び指標の検証及び見直し。

• 柱１：with コロナ・after コロナへの対応
（施策 20）健康危機管理体制が整ったまちをつくる
　　　　　（感染症対応関連）

（施策 30）国際化に対応した観光環境の整備されたまちをつくる
　　　　　（経済観光振興関連）

• 柱４：カーボンニュートラル（脱炭素化）の実現
（施策 41）省エネを実践するライフスタイルへの転換を促進するまちをつくる

• 柱２：デジタル・トランスフォーメーションの推進
（施策 57）行政サービスの電子化により市民の利便性を高める組織づくりをすすめる
　　　　　（市民サービスのデジタル化関連）

（施策 58）市民満足度の高いサービスの提供をすすめる（内部事務のデジタル化関連）

• 柱５：ウェルビーイングの実現
（施策 58）市民満足度の高いサービスの提供をすすめる

（総合計画
ページ）

… P72

… P96

… P120

… P154

… P156

… P156
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　　検証及び見直し体制 6
２ ２ 総合計画審議会・市議会総合計画審議会・市議会

那覇市総合計画審議会における審議、市議会へ
の説明及び意見交換等を経て、市議会の議決のも
と、計画の検証及び見直しを行います。

1 1 市民参画市民参画
検証及び見直しにあたっては、市民との協働に

よる検討を行うため、なは市民協働大学院等との
意見交換会及びパブリックコメントを実施し、市
民の多様な意見等を反映させます。

３ ３ 庁内体制庁内体制

ア　那覇市総合計画策定推進本部 　
総合計画を策定する庁内の最上位組織

（本部長：市長、副本部長：副市長、本部員：各部部長）

イ　那覇市総合計画策定幹事会 　
推進本部から求められた事項を協議、調整する庁内組織

（幹事長、副幹事長、幹事：策定主任（副部長・出納室長））

ウ　部局 　
各施策の内容検証及び見直しを行う全庁体制

エ　事務局（企画調整課）　
総合計画検証及び見直し業務の統括

●なは市民
　協働大学院等
●パブリック
　コメント

那覇市総合
計画審議会

市議会

≪ 市民 ≫

【 検証及び見直し体制 】

≪ 庁内 ≫
≪ 附属機関 ≫

④事務局：企画調整課

①推進本部
本部長： 市長
副本部長： 副市長
本 部 員： 各部長

②幹事会
幹事長・副幹事長・
幹事（策定主任）
： 各副部長・出納室長

③部局 策定員： 各課長、副参事
調査員： 各課職員

意見等

諮問・答申

付議
・議
決・

意見
交換

報告・指示

報告・指示
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基本計画

未来への視点を補完する「まちづくりを支える新たな架け橋」

１　with コロナ・after コロナへの対応

施策20 健康危機管理体制が整ったまちをつくる（感染症対応関連）

施策30 国際化に対応した観光環境の整備されたまちをつくる（経済観光振興関連）

３　デジタル・トランスフォーメーションの推進

施策57 行政サービスの電子化により市民の利便性を高める組織づくりをすすめる
（市民サービスのデジタル化関連）

施策58 市民満足度の高いサービスの提供をすすめる（内部事務のデジタル化関連）

２　カーボンニュートラル（脱炭素化）の実現

施策41 省エネを実践するライフスタイルへの転換を促進するまちをつくる

４　ウェルビーイングの実現

施策58 市民満足度の高いサービスの提供をすすめる

第１部　基本計画総論

第２部　基本計画各論

社会情勢の変化を踏まえた検証及び見直しの５つの柱の観点から、次の３つを未来への視点を
補完する新たな視点として、「まちづくりを支える新たな架け橋」に位置づけ、全ての施策を遂行
する上で、それぞれの視点を強く意識することとします。

・デジタル社会の実現（ＤＸ）
・持続可能な社会の実現（ＳＤＧｓ）
・生きがいのある社会の実現（Well－being）

基本計画各論（政策、施策及び指標）について、社会情勢の変化を踏まえた検証及び見直しの５
つの柱のうち、次の４つの観点から、検証及び必要な見直しを行います。



基本計画

基本計画
未来への視点を補完する「まちづくりを支える新たな架け橋」

第１部　基本計画総論

●デジタル社会の実現（ＤＸ）●デジタル社会の実現（ＤＸ）　
新型コロナウイルス感染症の拡大を契機として、テレワークやフレックスタイム等の新しい働き方

の浸透や、医療や教育を始めとした多分野でのデジタル化の進展など、市民の価値観やライフスタイ
ルの多様化が進んでおり、ニューノーマル（新たな日常）に向けて社会全体のデジタルトランスフォー
メーション（ＤＸ）の加速が求められています。

このような中、本市の行政運営においても、デジタル技術を積極的に活用し、「行政サービスの向上」
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●持続可能な社会の実現（ＳＤＧｓ）●持続可能な社会の実現（ＳＤＧｓ）
ＳＤＧｓは、「誰一人取り残さない（leave no one behind)」という理念の下、2030年を達成年限と

する全ての国が取り組むべき「持続可能な開発目標」であり、貧困、飢餓、健康・福祉、教育、ジェンダー、
気候変動、平和などに関する17のゴールが掲げられています。

日本国内においてもＳＤＧｓの達成に向け、国や地方自治体、民間企業、市民社会、消費者、地域
の住民、ＮＰＯなどの多様なステークホルダーが、自分ごととして捉え、連携・協働して取り組んで
いくことが求められています。

本市においては、本市の最上位計画である総合計画とＳＤＧｓの関係を明示した「那覇市ＳＤＧｓ推
進方針」に基づき、引き続き総合計画と一体的に推進することでＳＤＧｓの達成を図ります。

総合計画の各施策及び指標とＳＤＧｓの17のゴールの関係を次ページ「第５次総合計画の各施策とＳ
ＤＧｓの各ゴールの対応表」に示します。

●生きがいのある社会の実現（Wel l - b e i n g ）●生きがいのある社会の実現（Wel l - b e i n g ）
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このような変化のなか、物質的な豊かさだけではなく、心の豊かさが重要視される現代では、世代

や性別、国籍や障がいの有無、価値観など多様な人々を包摂し、寛容の心が広がる誰一人取り残され
ることのない社会や、市民一人ひとりが自分らしく活躍でき、人と人とのつながりを実感するなかで
健やかに生き生きと暮らせるまちづくりが求められています。

引き続き、第５次那覇市総合計画に基づく各施策を推進するなかで、暮らしやすさ（働きやさすさ、
子育てのしやすさ、学びやすさ･･･）や幸福感、満足感といった市民と地域全体のウェルビーイングを
高める視点を持ち、個々の幸せが尊重される持続可能な社会の実現を目指します。
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第５次那覇市総合計画の各施策とＳＤＧｓの各ゴールの対応表

めざすまちの姿
政策
施策
指標

多様なつながりで共に助け合い、認め 合う安全安心に暮らせるまち　NAHA
1 小さな「わ」が大きな「Ｗａ」に広がる協働によるまちづくり

1 自治会や校区まちづくり協議会などが活発に活動するまちをつくる ● ●
1 市民等と行政が協働しておこなった事業などの件数(累計) ○ ○
2 校区まちづくり協議会設立校区数(累計) ○ ○
3 なは市民活動支援センターの延べ利用件数(人数) ○ ○

2 市民が幅広い活動に参加する仕組みが整ったまちをつくる ● ● ●
4 なは市民協働大学・大学院卒業者数 ○ ○ ○
5 協働大使委嘱者数 ○ ○
6 那覇市人材データバンク登録者数(累計) ○ ○
7 まちづくり活動に参加している市民の割合 ○ ○

2 地域の力が重なる安全安心のまちづくり
3 地域の防犯・交通安全活動を推進し、安全安心を実感できるまちをつくる ● ● ● ●

8 市内保安灯数 ○ ○ ○
9 交通指導員が2名以上配置されている小学校区数 ○ ○ ○ ○

4 相談体制が充実した暮らしを守るまちをつくる ● ● ● ● ● ● ● ●
10 消費者教育に関する講演・研修会の開催回数 ○ ○ ○ ○
11 消費生活センター斡旋によって解決した案件の割合 ○ ○ ○ ○
137 外国人相談窓口の相談者数 ○ ○ ○ ○

5 災害対応力の高いまちをつくる ● ● ● ● ●
12 自治会等に対して実施する防災講話等の実施回数(単年度) ○ ○ ○
13 災害時応援協定締結事業者数(累計) ○ ○ ○
14 住宅用火災警報器の設置率 ○

3 交流の輪を広げ平和を希求するまちづくり
6 平和を希求する想いを発信し、平和の尊さを受け継いでいくまちをつくる ● ●

15 青少年ピースフォーラムに派遣する生徒の延べ人数 ○ ○
16 平和事業の充実 ○

7 国際交流で、つながり、ひろがるまちをつくる ●
17 那覇福州児童生徒交流祭における派遣児童生徒の延べ人数 ○
18 那覇市海外移住子弟研修生受入事業における研修生の延べ受入人数 ○

4 人権が尊重され、誰もが心豊かに安心して暮らせるまちづくり
8 一人ひとりの人権が尊重され、誰もが心豊かに安心して暮らせるまちをつくる ● ● ● ●

19 審議会等委員の女性登用率 ○ ○
20 なは女性センター講座の延べ受講者数 ○ ○ ○

互いの幸せを地域と福祉で支え 合い誰もが輝くまち　NAHA
5 地域で暮らし地域で支えるまちづくり

9 地域のみんなが、支え合うまちをつくる ● ● ● ● ●
21「地域見守り隊」の結成数 ○ ○ ○
22 民生委員・児童委員の充足率 ○ ○

10 小学校区などの身近な地域の中で、高齢者がいきいきと暮らせるまちをつくる ● ● ● ● ●
23 地域包括支援センターにおける相談件数 ○ ○
24 介護予防に関する事業への参加人数 ○
25 ちゃーがんじゅうポイント制への登録者数 ○ ○
26 認知症サポーター養成講座の延受講者数 ○ ○
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第５次那覇市総合計画の各施策とＳＤＧｓの各ゴールの対応表
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第５次那覇市総合計画の各施策とＳＤＧｓの各ゴールの対応表

めざすまちの姿
政策
施策
指標

互いの幸せを地域と福祉で支え 合い誰もが輝くまち　NAHA
11 障がいのある人が安心して暮らし、働けるまちをつくる ● ● ● ● ● ●

27 一般就労後、就労定着支援を受けて1年以上の継続就労者の割合(年度) ○ ○
28 施設入所から在宅生活に移行した障がい者数(累計) ○
29 障がい当事者の障害者差別解消法及び県条例に関する認知の割合 ○ ○

12 子どもの貧困対策をすすめ子ども達が夢を持って成長できるまちをつくる ● ● ● ● ● ●
30 生活保護世帯に属する子どもの高校進学率 ○ ○ ○
31 生活保護世帯の高等学校中途退学率 ○ ○ ○
32 子どもの居場所の数 ○ ○ ○

6 すべての人が健康で生き生きと暮らせるまちづくり
13 市民一人ひとりが健康づくりを実践するまちをつくる ● ●

33 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が1日2回以上の日がほぼ毎日の者の割合 ○
34 運動習慣者の割合(20～ 64歳) ○
35 生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合(40～ 74歳) ○
36 20代、30代の男女の喫煙している者の割合 ○
37「健康づくり市民会議」で健康づくりを計画的に推進する団体数 ○ ○

14 市民一人ひとりがこころの健康を維持することができるまちをつくる ● ●
38 ゲートキーパー養成講座受講者数(累計) ○ ○
39 人口10万人当たりの自殺者数(実数) ○

15 親と子が地域の中で共につながり健やかに暮らせるまちをつくる ● ● ●
40 ３歳児健康診査受診率 ○ ○
41 子育てについて、身近に相談できる人がいると答える人の割合 ○ ○

7 身近な地域で良質かつ適切な医療が受けられるまちづくり
16 地域医療の充実したまちをつくる ●

42 紹介率(紹介患者数/初診患者数×100) ○
43 逆紹介率(逆紹介患者数/初診患者数×100) ○

17 適切に救急医療につなげるまちをつくる ●
44 救急隊現場到着所要時間 ○
45 応急手当講習会の受講者数 ○

18 健診受診の意識を高め、医療費の適正化を進めるまちをつくる ●
46 特定健康診査の受診率(40代～ 50代の働き盛り世代) ○
47 メタボリックシンドローム該当者及び予備群者の改善率 ○

8 衛生的で快適に暮らし、健康危機にも強いまちづくり
19 衛生的で快適な生活環境を守るまちをつくる ● ●

48 食品等の試験検査の実施数 ○
20 健康危機管理体制が整ったまちをつくる ● ●

49 結核罹患率(人口10万対) ○
50 健康危機管理訓練 ○ ○

次世代の未来を拓き、豊かな学びと 文化が薫る誇りあるまち　NAHA
9 子育てが楽しくなるまちづくり

21 すべてのこどものそれぞれの時期に適した居場所のあるまちをつくる ● ● ● ●
51 保育所等利用待機児童数 ○
52 教育・保育施設の利用状況 ○

22 支援が必要なこどもや保護者に必要な支援が届くまちをつくる ● ● ● ● ●
53 育児支援家庭訪問事業の訪問延べ件数 ○ ○ ○
54 保育園、認定こども園等への巡回指導、訪問件数 ○ ○
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第５次那覇市総合計画の各施策とＳＤＧｓの各ゴールの対応表

めざすまちの姿
政策
施策
指標

互いの幸せを地域と福祉で支え 合い誰もが輝くまち　NAHA
11 障がいのある人が安心して暮らし、働けるまちをつくる ● ● ● ● ● ●

27 一般就労後、就労定着支援を受けて1年以上の継続就労者の割合(年度) ○ ○
28 施設入所から在宅生活に移行した障がい者数(累計) ○
29 障がい当事者の障害者差別解消法及び県条例に関する認知の割合 ○ ○

12 子どもの貧困対策をすすめ子ども達が夢を持って成長できるまちをつくる ● ● ● ● ● ●
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31 生活保護世帯の高等学校中途退学率 ○ ○ ○
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33 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が1日2回以上の日がほぼ毎日の者の割合 ○
34 運動習慣者の割合(20～ 64歳) ○
35 生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合(40～ 74歳) ○
36 20代、30代の男女の喫煙している者の割合 ○
37「健康づくり市民会議」で健康づくりを計画的に推進する団体数 ○ ○

14 市民一人ひとりがこころの健康を維持することができるまちをつくる ● ●
38 ゲートキーパー養成講座受講者数(累計) ○ ○
39 人口10万人当たりの自殺者数(実数) ○

15 親と子が地域の中で共につながり健やかに暮らせるまちをつくる ● ● ●
40 ３歳児健康診査受診率 ○ ○
41 子育てについて、身近に相談できる人がいると答える人の割合 ○ ○

7 身近な地域で良質かつ適切な医療が受けられるまちづくり
16 地域医療の充実したまちをつくる ●

42 紹介率(紹介患者数/初診患者数×100) ○
43 逆紹介率(逆紹介患者数/初診患者数×100) ○

17 適切に救急医療につなげるまちをつくる ●
44 救急隊現場到着所要時間 ○
45 応急手当講習会の受講者数 ○

18 健診受診の意識を高め、医療費の適正化を進めるまちをつくる ●
46 特定健康診査の受診率(40代～ 50代の働き盛り世代) ○
47 メタボリックシンドローム該当者及び予備群者の改善率 ○

8 衛生的で快適に暮らし、健康危機にも強いまちづくり
19 衛生的で快適な生活環境を守るまちをつくる ● ●

48 食品等の試験検査の実施数 ○
20 健康危機管理体制が整ったまちをつくる ● ●

49 結核罹患率(人口10万対) ○
50 健康危機管理訓練 ○ ○

次世代の未来を拓き、豊かな学びと 文化が薫る誇りあるまち　NAHA
9 子育てが楽しくなるまちづくり

21 すべてのこどものそれぞれの時期に適した居場所のあるまちをつくる ● ● ● ●
51 保育所等利用待機児童数 ○
52 教育・保育施設の利用状況 ○

22 支援が必要なこどもや保護者に必要な支援が届くまちをつくる ● ● ● ● ●
53 育児支援家庭訪問事業の訪問延べ件数 ○ ○ ○
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第５次那覇市総合計画の各施策とＳＤＧｓの各ゴールの対応表

めざすまちの姿
政策
施策
指標

次世代の未来を拓き、豊かな学びと 文化が薫る誇りあるまち　NAHA
10 自らの力で未来を拓く子ども達を応援するまちづくり

23 自ら学び心豊かに成長する子どもを応援するまちをつくる ● ●
55 全国学力・学習状況調査における全国平均正答率との差(中学校数学) ○
56 学校に行くことが楽しいと感じる児童生徒の割合 ○
57 相談機関等に繋がっていない不登校児童生徒の割合 ○

24 学校施設の補修・整備をすすめ、安全安心な教育環境があるまちをつくる ● ● ● ● ●
58 新耐震基準に適合する校舎などの割合 ○ ○

11 生涯学習を推進し、地域の教育力を向上させるまちづくり
25 どこでも誰でも生涯学習ができるまちをつくる ● ● ●

59 公民館における地域連携・世代間交流事業実施の満足度                                    ○ ○ ○
60 図書館来館者数 ○ ○
61 レファレンス(調査相談)件数 ○

26 どこでも誰でも生涯スポーツができるまちをつくる ● ● ● ●
62 那覇市主催のスポーツ・レクリエーション大会等への参加者数 ○ ○

27 学校が学びや育ちの拠点となるまちをつくる ● ● ●
63 地域学校連携施設延べ利用回数 ○ ○
64 放課後子ども教室等が設置されている小学校区数 ○ ○
65 学校体育施設の利用率 ○

12 郷土の歴史、伝統文化・芸能にふれあい、新たな文化を創造するまちづくり
28 文化が保存され継承されるまちをつくる ● ●

66 焼物博物館、歴史博物館、識名園、玉陵、伝統工芸館の入館・入園者数 ○
67 講座・解説会など実施回数 ○

29 市民の文化芸術・芸能活動を支援するまちをつくる ● ● ●

68 主要文化施設利用者の満足度ー(那覇文化芸術劇場なはーと、パレット市民劇場、那覇市民ギャラリー ) ○ ○

69 市民が文化活動を主体的に行う機会や、優れた文化や地域文化を観たり、ふれる機会が充実しているまちと思う人の割合 ○ ○

70 主要文化施設施設稼働率ー(那覇文化芸術劇場なはーと、パレット市民劇場、市民ギャラリー ) ○ ○

ヒト・モノ・コトが集い、育ち、ひろがる万国津梁のまち　NAHA
13 ビジネス・リゾートと歴史・文化が融合する観光まちづくり

30 国際化に対応した観光環境の整備されたまちをつくる ● ●
71 延べ市内宿泊客数 ○
72 観光客一人当たりの市内消費額 ○

31 那覇らしい観光資源の発掘・創造と魅力のあるまちをつくる ● ● ●
73 観光収入額 ○
74 市内宿泊日数 ○

14 様々な産業が集い・育ち・ひろがるまちづくり
32 戦略的産業及び新たな産業の振興により稼げるまちをつくる ● ●

75 那覇市へ進出した情報通信関連企業数(累計) ○
76 那覇市へ進出した情報通信関連企業による雇用者数(累計) ○
77 市民所得 ○
73 観光収入額 ○
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第５次那覇市総合計画の各施策とＳＤＧｓの各ゴールの対応表
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政策
施策
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25 どこでも誰でも生涯学習ができるまちをつくる ● ● ●
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61 レファレンス(調査相談)件数 ○

26 どこでも誰でも生涯スポーツができるまちをつくる ● ● ● ●
62 那覇市主催のスポーツ・レクリエーション大会等への参加者数 ○ ○

27 学校が学びや育ちの拠点となるまちをつくる ● ● ●
63 地域学校連携施設延べ利用回数 ○ ○
64 放課後子ども教室等が設置されている小学校区数 ○ ○
65 学校体育施設の利用率 ○

12 郷土の歴史、伝統文化・芸能にふれあい、新たな文化を創造するまちづくり
28 文化が保存され継承されるまちをつくる ● ●

66 焼物博物館、歴史博物館、識名園、玉陵、伝統工芸館の入館・入園者数 ○
67 講座・解説会など実施回数 ○

29 市民の文化芸術・芸能活動を支援するまちをつくる ● ● ●

68 主要文化施設利用者の満足度ー(那覇文化芸術劇場なはーと、パレット市民劇場、那覇市民ギャラリー ) ○ ○

69 市民が文化活動を主体的に行う機会や、優れた文化や地域文化を観たり、ふれる機会が充実しているまちと思う人の割合 ○ ○

70 主要文化施設施設稼働率ー(那覇文化芸術劇場なはーと、パレット市民劇場、市民ギャラリー ) ○ ○

ヒト・モノ・コトが集い、育ち、ひろがる万国津梁のまち　NAHA
13 ビジネス・リゾートと歴史・文化が融合する観光まちづくり

30 国際化に対応した観光環境の整備されたまちをつくる ● ●
71 延べ市内宿泊客数 ○
72 観光客一人当たりの市内消費額 ○

31 那覇らしい観光資源の発掘・創造と魅力のあるまちをつくる ● ● ●
73 観光収入額 ○
74 市内宿泊日数 ○

14 様々な産業が集い・育ち・ひろがるまちづくり
32 戦略的産業及び新たな産業の振興により稼げるまちをつくる ● ●

75 那覇市へ進出した情報通信関連企業数(累計) ○
76 那覇市へ進出した情報通信関連企業による雇用者数(累計) ○
77 市民所得 ○
73 観光収入額 ○
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第５次那覇市総合計画の各施策とＳＤＧｓの各ゴールの対応表

めざすまちの姿
政策
施策
指標

ヒト・モノ・コトが集い、育ち、ひろがる万国津梁のまち　NAHA
33 商工業が発展するまちをつくる ● ●

78 窓口相談から結びついた創業数 ○
79 開業率 ○
80 廃業率 ○
81 第３次産業市内総生産額(百万円) ○

34 農水産業が活き活きとしたまちをつくる ● ● ●
82 那覇市農業算出額 ○
83 泊漁港における水揚量 ○

35 那覇港の物流・交流拠点機能を強化し、世界に開かれたまちをつくる ●
84 那覇港の取扱貨物量（空台車含む） ○

36 オープンデータが活用されるまちをつくる ● ●
85 オープンデータの公開数 ○
86 オープンデータを活用したアプリケーション数 ○

15 産業を支える市民とその労働環境を整えるまちづくり
37 みんなが笑顔で楽しく働きやすいまちをつくる ● ●

87 沖縄県ワーク・ライフ・バランス企業認証制度の認証市内企業数 ○
38 産業を支える人材が育つまちをつくる ● ● ●

88 就職に結びついた相談数(なはし創業・就職サポートセンター ) ○
89 就業者数 ○

16 中心市街地を活かしたまちづくり
39 商店街やマチグヮーなどが賑わうまちをつくる ● ●

90 中心商店街の歩行者通行量(平日) ○
91 中心市街地の従業者数 ○

92 中心商店街へ行く那覇市民の割合ー(月に1～ 2回以上) ○

40 中心市街地の再整備などを行い魅力あるまちをつくる ● ●
93 老朽アーケードの課題解決に取り組む商店街等の数 ○
94 公衆用トイレや駐輪場などの課題解決に向けた施設整備等への取り組み事例数 ○ ○

自然環境と都市機能が調和した 住みつづけたいまち　NAHA
17 省エネを実践し、資源が循環するまちづくり

41 省エネを実践するライフスタイルへの転換を促進するまちをつくる ● ●
95 地球温暖化を防ぐための実践項目数 ○ ○

42 ごみを減らし、資源として再使用、再生利用するまちをつくる ● ● ●
96 ごみの排出量(１人／１日) ○ ○
97 リサイクル率 ○
98 拠点回収事業実施団体数 ○

18 自然環境が育まれた那覇らしい亜熱帯庭園都市のまちづくり
43 那覇らしい景観を実現し、次世代に受け継ぐまちをつくる ● ●

99 都市景観形成地域における赤瓦などの工事への助成数(累計) ○ ○
100 屋外広告物の許可申請件数(件/年) ○

44 自然や水辺環境をみんなで育むまちをつくる ● ● ●
101 河川の水質が改善している 箇所の割合(河川：C類型) ○
102 自然観察会等へ参加する市民の満足度 ○ ○ ○
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37 みんなが笑顔で楽しく働きやすいまちをつくる ● ●
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38 産業を支える人材が育つまちをつくる ● ● ●
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16 中心市街地を活かしたまちづくり
39 商店街やマチグヮーなどが賑わうまちをつくる ● ●

90 中心商店街の歩行者通行量(平日) ○
91 中心市街地の従業者数 ○
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40 中心市街地の再整備などを行い魅力あるまちをつくる ● ●
93 老朽アーケードの課題解決に取り組む商店街等の数 ○
94 公衆用トイレや駐輪場などの課題解決に向けた施設整備等への取り組み事例数 ○ ○

自然環境と都市機能が調和した 住みつづけたいまち　NAHA
17 省エネを実践し、資源が循環するまちづくり

41 省エネを実践するライフスタイルへの転換を促進するまちをつくる ● ●
95 地球温暖化を防ぐための実践項目数 ○ ○

42 ごみを減らし、資源として再使用、再生利用するまちをつくる ● ● ●
96 ごみの排出量(１人／１日) ○ ○
97 リサイクル率 ○
98 拠点回収事業実施団体数 ○

18 自然環境が育まれた那覇らしい亜熱帯庭園都市のまちづくり
43 那覇らしい景観を実現し、次世代に受け継ぐまちをつくる ● ●

99 都市景観形成地域における赤瓦などの工事への助成数(累計) ○ ○
100 屋外広告物の許可申請件数(件/年) ○

44 自然や水辺環境をみんなで育むまちをつくる ● ● ●
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第５次那覇市総合計画の各施策とＳＤＧｓの各ゴールの対応表

めざすまちの姿
政策
施策
指標

自然環境と都市機能が調和した 住みつづけたいまち　NAHA
45 魅力ある公園を整備し、みどりを守り・育て・活かすまちをつくる ●

103 一人当たり都市公園面積 ○
104 緑化推進事業への市民参加数 ○

46 地域と共にみどり豊かな美しい道路空間のあるまちをつくる ● ●
105 道路ボランティア、グリーン・ロード・サポーター活動団体数 ○ ○
106 違反簡易広告物除却活動団体数 ○ ○

19 暮らして良し歩いて楽しい快適なまちづくり
47 市街地の整備を促進し安全で快適な魅力あるまちをつくる ●

107 密集市街地の改善に取り組んだ地区数(累計) ○
108 ２項道路後退済表示板設置件数(累計) ○
109 地籍調査の実施率 ○
110 耐震基準を満たしている多数の者が利用する建築物の割合 ○

48 誰もが移動しやすいまちをつくる ● ●
111 交通体系の整備に対する満足度 ○ ○
112 市道における自転車通行空間の整備延長（累計） ○ ○

49 住宅環境が整備され、快適に住むことができるまちをつくる ● ●
113 市営住宅の建替更新戸数 ○ ○
114 市営住宅における多子世帯向け住宅の供給戸数 ○

50 人と動物が共生し、衛生的な生活環境が確保されたまちをつくる ● ●
115 狂犬病予防注射接種率 ○
116 犬猫の収容数 ○

20 災害に強い都市基盤の整備で安全安心のまちづくり
51 安全安心で快適な都市空間の確保されたまちをつくる ● ●

117 都市計画道路の整備率 ○ ○
118 歩道の整備延長(累計) ○ ○

52 強靭な水道で、いつでもどこでも安全安心なまちをつくる ● ●
119 基幹管路の耐震適合率 ○ ○

53 公共下水道を整備促進し、安全安心なまちをつくる ● ●
120 下水道処理人口普及率 ○
121 下水道接続率 ○
122 汚水管きょの改築延長(累計) ○ ○

21 那覇の魅力と特性を活かした土地利用を進めるまちづくり
54 地域の特性を活かし魅力が高められたまちをつくる ● ●

123 まちづくりに取り組む市民組織等へのアドバイザー等の派遣数(累計) ○ ○
124 土地利用の誘導に資する都市計画決定・変更の件数 ○

55 那覇港湾施設(那覇軍港)の跡地を活かしたまちをつくる ● ●
125 那覇軍港跡地利用計画の策定 ○
126 地権者情報誌の延べ発行回数 ○

市民との信頼を深め、効率的で 効果的な行財政運営を行う
22 市民との信頼を深める職員の育成と組織づくり

56 社会の変化に対応できる職員の育成と組織づくりをすすめる ● ● ●
127 市職員数 ○ ○
128 職員の職場研修・職場外研修への延べ参加人数（オンライン研修を含む） ○

57 行政サービスの電子化により市民の利便性を高める組織づくりをすすめる ●
129 オンライン化による市民・事業者の来庁数低減 ○
130 Ａ.Ａ.Ｏ.ウェヴサイトクオリティ実態調査 ○

23 効率的で効果的な行財政運営を行う
58 市民満足度の高いサービスの提供をすすめる ● ●

131 窓口サービスに満足している人の割合 ○
132 総合的な行政経営システムの構築 ○

59 持続可能な財政運営をすすめる ●
133 経常収支比率 ○
134 実質公債費比率 ○
135 将来負担比率 ○
136 市税収納率 ○
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めざすまちの姿
政策
施策
指標
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105 道路ボランティア、グリーン・ロード・サポーター活動団体数 ○ ○
106 違反簡易広告物除却活動団体数 ○ ○

19 暮らして良し歩いて楽しい快適なまちづくり
47 市街地の整備を促進し安全で快適な魅力あるまちをつくる ●

107 密集市街地の改善に取り組んだ地区数(累計) ○
108 ２項道路後退済表示板設置件数(累計) ○
109 地籍調査の実施率 ○
110 耐震基準を満たしている多数の者が利用する建築物の割合 ○

48 誰もが移動しやすいまちをつくる ● ●
111 交通体系の整備に対する満足度 ○ ○
112 市道における自転車通行空間の整備延長（累計） ○ ○

49 住宅環境が整備され、快適に住むことができるまちをつくる ● ●
113 市営住宅の建替更新戸数 ○ ○
114 市営住宅における多子世帯向け住宅の供給戸数 ○

50 人と動物が共生し、衛生的な生活環境が確保されたまちをつくる ● ●
115 狂犬病予防注射接種率 ○
116 犬猫の収容数 ○

20 災害に強い都市基盤の整備で安全安心のまちづくり
51 安全安心で快適な都市空間の確保されたまちをつくる ● ●

117 都市計画道路の整備率 ○ ○
118 歩道の整備延長(累計) ○ ○

52 強靭な水道で、いつでもどこでも安全安心なまちをつくる ● ●
119 基幹管路の耐震適合率 ○ ○

53 公共下水道を整備促進し、安全安心なまちをつくる ● ●
120 下水道処理人口普及率 ○
121 下水道接続率 ○
122 汚水管きょの改築延長(累計) ○ ○

21 那覇の魅力と特性を活かした土地利用を進めるまちづくり
54 地域の特性を活かし魅力が高められたまちをつくる ● ●

123 まちづくりに取り組む市民組織等へのアドバイザー等の派遣数(累計) ○ ○
124 土地利用の誘導に資する都市計画決定・変更の件数 ○

55 那覇港湾施設(那覇軍港)の跡地を活かしたまちをつくる ● ●
125 那覇軍港跡地利用計画の策定 ○
126 地権者情報誌の延べ発行回数 ○

市民との信頼を深め、効率的で 効果的な行財政運営を行う
22 市民との信頼を深める職員の育成と組織づくり

56 社会の変化に対応できる職員の育成と組織づくりをすすめる ● ● ●
127 市職員数 ○ ○
128 職員の職場研修・職場外研修への延べ参加人数（オンライン研修を含む） ○

57 行政サービスの電子化により市民の利便性を高める組織づくりをすすめる ●
129 オンライン化による市民・事業者の来庁数低減 ○
130 Ａ.Ａ.Ｏ.ウェヴサイトクオリティ実態調査 ○

23 効率的で効果的な行財政運営を行う
58 市民満足度の高いサービスの提供をすすめる ● ●

131 窓口サービスに満足している人の割合 ○
132 総合的な行政経営システムの構築 ○

59 持続可能な財政運営をすすめる ●
133 経常収支比率 ○
134 実質公債費比率 ○
135 将来負担比率 ○
136 市税収納率 ○
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政　策 未来への視点
つながる力 ◎
稼ぐ力 -
ひきつける力 ◎

施策6

交流の輪を広げ平和を希求するまちづくり

現状と課題

施策概要

◉先の大戦における沖縄戦の経験を教訓に、恒久
平和を希求する想いを内外に発信していきます。

◉本市に残された米軍の那覇港湾施設(那覇軍港)
の返還、米軍の事件・事故に対する取り組みを
進めていきます。

◉啓発機会や情報の提供を通して、「那覇市戦没者
追悼式（なぐやけの碑慰霊祭）」、「慰霊の日（6月

23日)」、「十・十空襲」、「対馬丸事件」、「旧軍
飛行場用地問題」、「奇跡の1マイル」、「十月十
日に復活再現された那覇大綱挽」など、先の大戦
や戦後処理問題、復興の歴史などの経験を継承
し、平和を希求する市民の想いとして受け継い
でいくことをめざします。

平和を希求する想いを発信し、
平和の尊さを受け継いでいくまちをつくる

◉那覇港湾施設(那覇軍港)の返還については、
2013(平成25)年4月の「沖縄における在日米軍
施設・区域に関する統合計画」において、代替施
設への移設の返還条件が満たされ、必要な手続
きの完了後、2028年度又はその後に返還可能
とされています。

◉県全体の問題である米軍基地の整理縮小、米軍
の事件・事故、日米地位協定の改定については、
沖縄県軍用地転用促進・基地問題協議会などを
通し、要請活動を継続して行っています。

◉本市では、1986(昭和61)年に核兵器廃絶平和
都市宣言、1995(平成7)年那覇市平和宣言を行っ
ています。

◉戦後処理問題の一つとされた旧軍飛行場用地問
題の解決を図るため、特定地域特別振興事業を
進めています。

◉戦後70有余年が経過し、戦禍の記憶とともに平
和を希求する想いの風化が危惧されています。
戦争体験者の高齢化が進むなか、沖縄戦の実相
や平和の尊さを次の世代へどのように伝えてい
くかが課題となっています。また、今般のウク
ライナ紛争等、国際情勢が厳しさを増すなか、
さらなる平和発信に取り組み、平和創造へ貢献
することが求められています。

那覇市戦没者追悼式 （なぐやけの碑慰霊祭）
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取組の柱と方針

用語解説用語解説
●十・十空襲、那覇大綱挽

1944( 昭和 19) 年 10 月 10 日の空襲によって、旧那覇市内の 9 割が焼
失しました。那覇大綱挽は、平和への願いを込め 1971（昭和 46）年
10 月 10 日に復活しました。

●対馬丸事件
1944( 昭和 19) 年 8 月 21 日に学童集団疎開の子どもたちをたくさん乗
せ、那覇港を出港した対馬丸は、翌 22 日夜 10 時過ぎ、米潜水艦ボーフィ
ン号の魚雷攻撃により海に沈められてしまいました。乗船者 1788 名の
うち生存者は約 2 割でした。

●奇跡の 1 マイル
那覇市の中心に位置する国際通りは、戦争後、県下でいち早く復興を遂
げたこと、通りの長さがほぼ 1 マイルであることから、「奇跡の 1 マイル」
とも呼ばれています。

●青少年ピースフォーラム
全国の自治体が派遣する平和使節団の青少年と長崎の青少年とが一緒
に被爆の実相や平和の尊さを学習し、交流を深めることで平和意識の高
揚を図る目的で長崎市で実施されています。

取り組みの活動状況をみる指標

指　標 基準値
（基準年度）

中間目標値
（2022年度）

最終目標値
（2027年度）

青少年ピースフォーラムに派遣する生徒の延べ人数 100 人
（2016 年） 120 人 140 人

平和事業の充実 3 件
（2016 年） 5 件 10 件

1 平和を希求する想いの発信1 平和を希求する想いの発信
◉米軍の那覇港湾施設(那覇軍港)の返還、米軍

の事件・事故に対する取り組みを進めていき
ます。

◉市政の基本的な理念として平和の希求を掲げ
内外に発信します。

◉関係団体による平和・核廃絶を求める運動を
支援していきます。

◉戦後80周年に向けて、関係機関と協力しなが
ら準備をすすめます。

◉戦禍の記憶を風化させることがないよう、関
係課及び関係機関と連携し、「那覇市戦没者追
悼式（なぐやけの碑慰霊祭）」を実施します。ま
た、式典において、児童生徒による平和のメッ
セージ朗読や児童合唱等を取り入れることで、
恒久平和の願いを次世代につないでいきます。 

2 �県内外の都市・市内小中学校との連携2 �県内外の都市・市内小中学校との連携
による平和学習の推進による平和学習の推進

◉長崎などの平和発信都市の児童生徒との交流
を通して、戦争や原爆の恐ろしさについて理
解を深め、平和の尊さを学ぶ機会を子どもた
ちに提供します。

◉市内小中学校と連携し、対馬丸記念館等の場
を活用した平和学習の機会を創出します。

3 �市民と協働した新たな平和学習事業の3 �市民と協働した新たな平和学習事業の
検討検討

◉那覇市の戦争資料の整理・展示を進めるとと
もに、市民団体などによる平和展への後援な
ど、民間による平和関連事業への支援をおこ
ないます。

◉沖縄戦の実相や平和の尊さを次の世代へ伝え
ていく平和学習事業の検討と充実をすすめま
す。

4 旧軍飛行場用地問題の解決4 旧軍飛行場用地問題の解決
◉本市の旧軍飛行場用地問題の解決に向け、特

定地域特別振興事業を活用し、旧地主の慰藉
及び地域の振興・活性化に資する事業を実施
します。

多
様
な
つ
な
が
り
で
共
に
助
け
合
い
、
認
め
合
う
安
全
安
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に
暮
ら
せ
る
ま
ち
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A
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A
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※下線部は今回の中間検証及び見直しにおいて
修正・追記した箇所です。
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政　策

現状と課題

施策概要
◉結核をはじめとする感染症の発生とまん延を防止す

るため、市民や関係団体等へ感染症に関する正しい知
識の普及・啓発を行うとともに、感染症の相談・検
査体制の充実を図っていきます。

◉関係機関や団体との連携をとりながら、健康危機(感
染症や食中毒、災害等による健康被害)を管理する体

制を整えていきます。
◉新型コロナウイルス感染症の感染拡大や新たな感染

症の発生に備え、市の業務継続体制の構築に努める
とともに、国や沖縄県、医療機関、その他関係機関
等との連携を一層図っていきます。

未来への視点
つながる力 ◎
稼ぐ力 ○
ひきつける力 ○

健康危機管理体制が整ったまちをつくる

施策20

衛生的で快適に暮らし、健康危機にも強い
まちづくり

◉結核は、結核菌によって発生する我が国の主要な感染
症の一つです。今でも年間10,000人以上の新しい患
者が発生し、約2,000人が命を落としています。また
感染してもすぐには発病せず、身体の抵抗力低下等に
より感染から数十年後に発病する事例もみられます。

　我が国における2021年の結核罹患率（新登録結核患
者数を人口10万対率で表したもの）は、前年より0.9
減少して9.2となり、罹患率10.0未満とする結核低ま
ん延の水準を達成しています。沖縄県の2021年の結
核罹患率は11.9で前年より0.8減少しましたが、都道
府県別でワースト４位の状況です。

　本市の2021年の結核罹患率は15.6で前年より0.2減
少しましたが、県全体より高い状況となっています。

　本市の結核患者の特徴としましては、全国と共通し
て、高齢者の割合が高いこと、及び結核まん延国か
ら転入してくる外国出生患者が増加している状況に
あります。高齢者施設や日本語教育施設等で実施す
る結核定期健康診断により、早期発見し、早期治療
に繋げる取組を継続する必要があります。

◉2015（平成27）年に、我が国は世界保健機関（WHO）
より、麻しん排除認定されました。

　麻しんは、2018（平成30）年3月に沖縄県で海外か
ら罹患した状態で入国した観光客から感染が県内全
域に広がり、一定期間流行して、平成30年6月に終
息宣言となった事例がありました。本市では24例が
確認されています。以降、2019（令和元）年１例、
2020（令和2）年0例、2021（令和3）年0例となっ
ています。また、風しんの発生状況は、2018（平成
30）年4例、2019（令和元）年4例、2020（令和2）
年0例、2021（令和3）年0例となっています。

　対策の結果、麻しん・風しんは2020（令和2）年0例、
2021（令和3）年0例となり、再び0に抑え込むこと
ができました。以後も麻しん、風しん0対策を継続し
ます。

◉結核やインフルエンザ等の感染症に対する正しい知
識の普及啓発について希望がある機関や、こちらか
らの企画の研修等を行っておりますが、まだまだ充

分とは言えない状況です。関係団体(施設・医療機関・
学校等)等との連携を図っていき、感染症に対する正
しい知識の普及に取り組んでいく必要があります。

◉2015(平成27)年に、我が国は世界保健機関(WHO)
より、麻しん排除認定されました。また、麻しんに
引き続き、風しんにおいても2020年度までに風し
んの排除を達成することを目標としています。本市
は、2013(平成25)年度に中核市となり保健所が設置
された時から麻しん発生０が続いています。風しん
は、2013(平成25)年に28例、2014(平成26)年0例、
2015(平成27)年0例、2016(平成28)年1例となって
おり、麻しん、風しん０対策を継続します。

◉平常時における監視業務等を通じて健康危機の発生
を未然に防止するよう健康危機管理体制を整備する
とともに、市民の生命や健康を脅かす事態が生じた
場合にはその規模を把握し、関係機関等との調整を
図り的確な処置を行い、被害の発生予防及び拡大防
止を図る必要があります。そのためには、平常時より、
関係機関との連携がとれるよう会議を継続して開催
しています。

◉2019（令和元）年12月に発生し、世界規模で急速に
拡大した新型コロナウイルス感染症に対応するため、
保健所に新型コロナ現地対策本部を設置し、積極的疫
学調査等の実施や関係機関と連携した感染拡大防止
に取り組んでいます。今後も、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大や新たな感染症の発生に備え、市
の組織全体で取り組むための体制整備のほか、市民
への適切な情報提供や関係機関と連携した取組みが
求められています。

関連条例等

◆那覇市健康危機管理基本指針
◆那覇市新型インフルエンザ等対策本部条例
◆那覇市新型インフルエンザ等対策行動計画
◆那覇市新型インフルエンザ等対策のための
ＢＣＰ（業務継続計画）
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取組の柱と方針

取り組みの活動状況をみる指標

1 感染症の相談・検査体制の充実1 感染症の相談・検査体制の充実
◉感染症等の情報の提供に努めます。
◉市民や関係団体等へ結核や感染症の正しい知

識の普及啓発を充実強化します。
 

2 健康危機管理体制の充実2 健康危機管理体制の充実
◉那覇市健康危機管理対策連絡会議等を開催し、

健康危機管理について関係機関等と連携を図
ります。

◉新型インフルエンザ対策本部運営訓練や新型
インフルエンザ対策移送訓練等健康危機管理
のための訓練等を定期的に実施します。

◉災害時の保健医療の体制整備に向けて、関係
課や団体等と検討していきます。

33  感染症対策の強化感染症対策の強化
◉新型コロナウイルス感染症の感染拡大や新た

な感染症の発生に備え、「那覇市新型インフル
エンザ等対策行動計画」及び「那覇市新型イン
フルエンザ等対策のためのＢＣＰ（業務継続計
画）」の改定を行い、積極的な疫学調査等によ
る感染拡大防止・まん延防止を図るため、業
務継続体制の整備に努めるとともに、国や沖
縄県、那覇市医師会等関係機関や団体等との
連携をより一層図り、感染症対応に取り組み
ます。

指　標 基準値
（基準年度）

中間目標値
（2022年度）

最終目標値
（2027年度）

結核罹患率 ( 人口 10 万対 ) 19.7 人
(2016 年 ) 17 人 13 人

健康危機管理訓練 年 1 回
(2016 年 ) 年１回 年１回

健康危機管理訓練陰圧テント

那覇市保健所
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※下線部は今回の中間検証及び見直しにおいて
修正・追記した箇所です。
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政　策

施策 30

未来への視点
つながる力 ○
稼ぐ力 ☆
ひきつける力 ☆

現状と課題

施策概要
◉多様化する観光客の旅行動向の変化、外国人観光客の

増加に対応すべく那覇市観光協会等、関係機関と連
携しながら誘致宣伝事業の展開、及び受入体制整備
の推進に努めます。

◉観光・リゾート関連産業の人材育成を図り、また多様
なイベントの開催などにより、一層の活性化に努め
ていきます。

◉コロナ禍からの那覇観光の回復を目指した様々な取
組を推進します。

ビジネス・リゾートと歴史・文化が融合する
観光まちづくり

国際化に対応した観光環境の整備されたまちをつくる

入込観光客数千人

H20 　H21 　H22　 H23　 H24　 H25　 H26　 H27　 H28
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◉沖縄観光は、豊かな自然や独自の文化など恵まれた観
光資源により、順調な入域客の増加をみています。

◉那覇市はゲートウェイとしての機能を果たしてきま
した。

◉この機能を国際的リゾートの拠点都市に相応しく発
揮し、更なる観光都市としての魅力を強化すること
が求められています。

◉日本を訪れる外国人観光客は伸びてきましたが、その
中で沖縄県への訪問比率は低位です。

◉観光立県として国内観光客と同様に、今後外国人観光
客の増加を目指し、さらに幅広い国々からの誘致を
積極的に図り、その受入体制の環境整備が求められ
ています。

◉2019（令和元）年12月に発生した新型コロナウイル
ス感染症は、世界規模で急速に拡大し、人々の消費
行動や社会活動、企業の経済活動等に大きな影響を
与えました。

◉那覇市においても、国際クルーズ船寄港キャンセルや
旅客航空便の運休が相次ぎ、それまで増加傾向にあっ
た入域観光客数が大幅に減少するなど甚大な影響を
受けました。

◉本市のリーディング産業である観光関連産業におい
ては、コロナ禍の影響により企業等の従事者が減少
し、観光の回復に向けて人手不足が課題となってい
ます。

関連条例等
◆めんそーれ那覇市観光振興条例
◆那覇市観光基本計画 
◆那覇市コロナ期観光回復戦略
◆那覇市観光危機管理計画
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取組の柱と方針

取り組みの活動状況をみる指標

指　標 基準値
（基準年度）

中間目標値
（2022 年度）

最終目標値
（2027年度）

延べ市内宿泊客数 637 万人泊
(2016 年 ) 1,116 万人泊 1,587 万人泊

観光客一人当たりの市内消費額 73,003 円　
(2016 年 ) 85,747 円 96,367 円

用語解説用語解説
●���ゲートウェイ

広義には、「玄関口」の意味で、本計画では、ある地域から他の複数の
地域へ移動するための交通ネットワーク（航空路・航路、道路網、公共
交通網等）同士をつなぐ場所、並びにその機能を指します。

●ＭＩＣＥ
�企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（インセンティ
ブ旅行）（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行う国際会議

（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭
文字のことであり、多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの
総称です。

●ユニバーサルデザイン
世代や性別、国籍、障がいの有無にかかわらず、すべての人が使いやす
いように工夫された用具・建造物などのデザインのことを言います。

１ 外国人観光客への体制整備１ 外国人観光客への体制整備
◉那覇市をターミナルとした県内離島へのアクセスの

充実や受け入れ体制の整備など、関係機関等との連
携を強化します。

◉沖縄県の方針も踏まえながら、関係機関及び関係団
体、関係部署等との連携を図り、外国語対応ガイド
の養成や外国人観光客向けの観光コースを新設する
など、受入れ体制整備を推進します。

 
2 �ビジネスとリゾートが融合する拠点都2 �ビジネスとリゾートが融合する拠点都

市としての機能・魅力の向上市としての機能・魅力の向上
◉沖縄観光の交通ターミナル拠点、また宿泊拠点とし

て、那覇市あるいは周辺に滞在しながら本市の都市
機能も堪能する観光スタイルを目指します。

◉市内の観光施設、交通、公園、飲食関連施設等
のユニバ－サルデザイン化の促進を図ります。

◉都市機能が集積する強みを活かしたＭＩＣＥ誘
致を促進します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◉ＭＩＣＥ関連機能として、周辺エリアの中心となる
那覇市は良好な都市形成や交通体系の整備、宿泊・
商業施設等の集積等による賑わいの創造が必要とな
ります。県、関係市町村と連携し、那覇の魅力向上
も併せた整備に努めます。

3 安全安心、快適なまちづくり3 安全安心、快適なまちづくり
◉観光危機管理計画に基づき、災害や事故の発生時等

適切な対応を行う体制を整備します。
◉めんそ～れ那覇市観光振興条例に基づく、迷惑行為

に対する取り組みを関係機関と連携しながら推進し
ます。

◉地域社会と観光が融合し適切なバランスを継続的に
維持した持続可能な観光地を目指します。

4 歴史・文化等の観光資源を活用したコ4 歴史・文化等の観光資源を活用したコ
ンテンツの充実ンテンツの充実

◉琉球王国の歴史と文化を象徴する有形・無形の文化
財など、本市の様々な観光資源を活用する魅力ある
観光コンテンツの充実を図ります。

５ 新型コロナウイルス感染症への対応５ 新型コロナウイルス感染症への対応
◉「那覇市コロナ期観光回復戦略」に基づき、コロナ禍

からの那覇観光の回復を目指した様々な取組を推進
します。
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※下線部は今回の中間検証及び見直しにおいて
修正・追記した箇所です。
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政　策

現状と課題

施策概要
◉地球温暖化対策に有効な行動を賢く選択していこう

という国民運動「COOL CHOICE(賢い選択)」を、市
民、地域コミュニティ、団体、企業等と協働で取り
組むことにより、地域の生活スタイルや個々のライ
フスタイル等に応じた効果的かつ参加しやすい取り
組みの推進、意識改革、さらには自発的な取り組み
への拡大・定着を図ります。

◉「2050年カーボンニュートラル」に向けて、那覇市環
境基本計画及び那覇市地球温暖化対策実行計画（区域
施策編）を改定し、ゼロカーボンシティ宣言を表明し
ます。

施策 41

省エネを実践するライフスタイルへの
転換を促進するまちをつくる

未来への視点
つながる力 ◎
稼ぐ力 ○
ひきつける力 ○省エネを実践し、資源が循環するまちづくり

◉2016(平成28)年、温暖化対策の国際的な取り組み「パ
リ協定」が発効され、わが国は2030年度までに温室
効果ガスの排出量を2013(平成25)年度比で26％削
減する目標を掲げています。

◉この目標を達成するためには、家庭・業務部門におい
ては約40％、運輸部門は約30％という大幅な排出削
減が求められています。

◉「那覇市地球温暖化対策実行計画(区域施策編)」に
おいて、2030年に向けて温室効果ガスの排出量を
2000(平成12)年度比15％の削減を目標に掲げてお
りますが、2020(令和2)年度では家庭・業務部門の
排出量が約68％、運輸部門の排出量が24％で、この
２部門の排出量が92％を占め、より一層の削減が求
められています。

●2020(令和2)年10月、わが国は2050年までに、温室
効果ガスの排出を全体としてゼロにする、すなわち
2050年カーボンニュートラル（脱炭素化の実現）を目
指すことを宣言しました。

●2021(令和3)年10月には、地球温暖化対策推進法に
基づく地球温暖化対策計画が改定され、我が国の中
期目標として、2030年度において、温室効果ガスを
2013年度から46％削減することを目指し、さらに、
50％の高みに向け、挑戦を続けていくことが明記さ
れました。

●沖縄県では、2021(令和3)年3月に「第2次沖縄県地球
温暖化対策実行計画」が策定され、2030年度の中期
目標として温室効果ガスを2013年度比26％削減、長
期目標として「2050年度に向けて、温室効果ガス排
出量実質ゼロを目指す」ことが掲げられました。

関連条例等
◆第2次那覇市環境基本計画
◆那覇市地球温暖化対策実行計画(区域施策編)
◆那覇市エコオフィス計画（第5期実行計画）

112.5
5.9％ 22.4％ 31.5％ 37.9％ 2.4％

6.0％ 23.8％ 32.3％ 35.6％ 2.3％

430.3 604.2 726.4 45.7

106.0 419.5 569.7 626.7 40.6

総排出量

市内の二酸化炭素部門別排出量の推移

1,919.1

1,762.5

R1

R2

20
19

20
20

産業

注）数字は排出量　単位：千 t-CO₂

運輸 民生家庭 民生業務 廃棄物
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取組の柱と方針

用語解説用語解説
●エコオフィス計画

市の事務及び事業に関し、温室効果ガスの排出の量の削減並びに
吸収作用の保全及び強化のための措置に関する計画です。温室効果
ガスの削減目標を 2016（平成 28）年度比で 2025（令和 7）年度
までに「13％以上削減」を目指しています。

●クールビズ、クールシェア
オフィスや家庭での冷房時に室温 28℃でも快適に過ごすことがで
きる工夫「クールビズ」から、さらに一歩踏み込み、エアコンの使
い方を見直し、涼を分かち合うのが「クールシェア」です。家族や
地域で楽しみながら節電に取り組むことができます。

●ＥＳＣＯ事業
工場やオフィス、商業施設、公共施設などに対して省エネルギーに
関する包括的なサービスを提供し、それまでの利便性などを損なう
ことなくコスト削減効果を保証し、削減したエネルギーコストから
報酬を得る事業。

● J- レジット制度
省エネ設備の導入や再生可能エネルギーの活用による温室効
果ガスの排出削減量や、適切な森林管理による温室効果ガ
ス吸収量をクレジットとして国が認証する制度です。

●ゼロカーボンアクション 30
衣食住・移動・買い物など日常生活における脱炭素行動と暮
らしにおけるメリットを 8 つのカテゴリー別に 30 の行動に
整理したもの。

取り組みの活動状況をみる指標

1 �地球温暖化問題を身近に感じ、自主的1 �地球温暖化問題を身近に感じ、自主的
な行動を促すな行動を促す

◉市民への地球温暖化に関する正確な知見の伝達を行
います。

◉環境や地球温暖化問題に関する教育や学習機会の充
実を図ります。

2 �環境に配慮した事業展開2 �環境に配慮した事業展開
◉環境基本計画、エコオフィス計画を推進します。
◉温暖化防止に資する賢い選択ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ
（クールチョイス）の取組を推進し、さらに暮らしを
脱炭素化する"ゼロカーボンアクション30"へと展開
を図り、ライフスタイル転換の普及啓発を継続する
とともに、2050年カーボンニュートラルに向けて、
那覇市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）及び気
候変動適応計画を包含した第３次那覇市環境基本計
画を策定し、ゼロカーボンシティ宣言を表明します。

3 �ライフスタイルの転換促進3 �ライフスタイルの転換促進
◉省エネ型製品、設備への転換を促進します。
◉省エネサービスの選択を促進します。
◉クールビズ、クールシェアを促進します。

4 �エネルギー有効利用の認知度を高める4 �エネルギー有効利用の認知度を高める
◉エネルギー有効利用について普及促進します。
◉庁舎等公共施設のＬＥＤ照明への切替やＥＳＣＯ事

業等による省エネ改修、再生可能エネルギーの導入
を推進します。

◉Ｊークレジット制度等を活用したカーボン・クレ
ジットの取引を推進します。

指　標 基準値
（基準年度）

中間目標値
（2022 年度）

最終目標値
（2027年度）

地球温暖化を防ぐための実践項目数 5 項目
(2016 年 ) 8 項目 10 項目
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ごみは分別して再資源化に努める
（リサイクル）（n＝1,023）

電気の節約（n＝916）

水の節約（n＝601）

いらないものは断る（リフューズ）
（n＝744）

省エネタイプの電化製品の利用
（n＝418）

クールビズの実践（n＝381）

地産地消の実践（n＝321）

ごみの出る量が少ない製品・食品
を買う（リデュース）（n＝317）

環境にやさしい製品（簡易包装、
紙ストローなど）の選択（n＝271）

エコドライブの実践（n＝220）

フリーマーケットやリサイクル
ショップの利用（リユース）

（n＝214）

公共交通の利用（n＝184）

ノーマイカーデーの実践（n＝55）

太陽光発電の利用（n＝47）

エコキュート・エネファームの
利用（n＝31）

太陽熱温水器の利用（n＝21）

環境性能に優れた自動車の利用
（n＝106）

屋上・壁面等緑化、
緑のカーテンの実践（n＝62）

R3回答比率 H30回答比率

0%   　　　　50%   　　　　100%

77.2
74.4

69.1
56.3

56.2
60.0

45.4
49.2

31.5
19.9

28.8
17.7

24.2
19.9

23.9
31.4

20.5
13.7

16.6
13.0

13.9
22.8

8.0
8.1

4.7
5.1

4.2
5.4

3.5
3.1

2.3
3.6

1.6
1.1

16.2

※下線部は今回の中間検証及び見直しにおいて
修正・追記した箇所です。
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政　策

現状と課題

施策概要

未来への視点
つながる力 ◎
稼ぐ力 ○
ひきつける力 ◎

施策 57

行政サービスの電子化により市民の利便性を高める
組織づくりをすすめる

市民との信頼を深める職員の育成と組織づくり

◉本市の行政運営において、デジタル技術やデータを積
極的に活用し、「市民の利便性向上」に資する取組を推
進します。

◉デジタル技術に不慣れな人にも配慮して「誰ひとり取
り残さない、人にやさしいデジタル化」を目指します。

◉情報セキュリティに万全を期し、情報資産を保護しま
す。

◉高齢者や障がいのある人など、例えばけがや病気で手

が動かしづらい場合なども含め、「誰もが公式ホーム
ページで提供される情報や機能を支障なく利用でき
るような配慮(ウェブアクセシビリティ )」の向上を図
ります。

◉すでに公式ホームページを利用している人にとって、
快適に探しやすい、操作しやすいなどの「使いやすさ
(ユーザビリティ )」の向上を図ることで、すべての利
用者の満足度を高めます。

◉2016(平成28)年10月よりマイナンバーカードを利
用した各種証明書のコンビニエンスストアでの証明
書交付サービスを開始し、利便性向上を図るための
環境を整備してきましたが、マイナンバーカードの
普及が遅れていることから、普及促進について取り
組む必要があります。

◉マイナポータルを活用した新たな行政サービスにつ
いても検討していく必要があります。

◉政府機関や企業のサーバー等への不正アクセスや情
報漏えいが社会問題となっており、情報セキュリティ
の強化を図る必要があります。

◉那覇市の公式ホームページにおいて、2017(平成29)
年の調査結果で、視覚に障がいのある人向けの音声
読み上げ機能に対応していないデータが添付されて
いるなどのアクセシビリティ面での問題や、スマー
トフォン用のページに切り替わる対応がされていな
いといった利用者の環境によって左右されるなどの
ユーザビリティ面において問題があるとされ、9段階
評価中、下から４番目の「Ｆ」評価となっています。ま
た、障害者差別解消法が2016(平成28)年4月に施行
されたことから、障がいのある人への配慮について
更なる対応が求められています。

◉情報化社会に対応した専門知識の強化が求められて
います。

◉新型コロナウイルス感染症の拡大を契機として、社
会全体のＤⅩ（デジタル・トランスフォーメーション）
が求められています。

関連条例等
◆那覇市情報通信技術を活用した行政の推進に関す

る条例
◆那覇市DX推進計画

コンビニ交付
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取組の柱と方針

1 行政ＤＸの推進1 行政ＤＸの推進
◉「那覇市ＤＸ推進計画」に基づき、行政手続きのオン

ライン化など、自らが担う行政サービスについて、
デジタル技術やデータを活用して、市民の利便性向
上に資する取組を推進します。

2 情報セキュリティの強化2 情報セキュリティの強化
◉情報セキュリティの強化を図り、あらゆる脅威から

情報資産を守ります。

3 市政情報の発信と提供の推進3 市政情報の発信と提供の推進
◉全ての人が適切に情報を受け取れるよう、ホーム

ページリニューアルに向けて、管理・運営の見直し
を図ります。

◉リニューアル後は、ウェブアクセシビリティを維持
するため、年に１度の運用ガイドラインの更新及び
職員研修、サイトの検証を実施します。

◉再リニューアル時には、研修等を通し、職員のア
クセシビリティ、 ユーザビリティへの意識向上を図
り、総務省の評価基準「Ｃ」ランクに準拠したレベル
を目指します。

◉著しい情報分野の進展を見据え、５年毎の公式ホー
ムページ再構築及び時代に即した情報発受信ツー
ル等への研究・対応を進めていきます。

取り組みの活動状況をみる指標

指　標 基準値
（基準年度）

中間目標値
（2022 年度）

最終目標値
（2027年度）

（指標の変更）
オンライン化による市民・事業者の来庁数低減

（※ 2028 年度 50％低減）
100％

（2023 年度） 60％

Ａ . Ａ . Ｏ . ウェブサイトクオリティ実態調査 Ｆ
(2017 年 ) Ｅ Ｃ

ホームページ

広報なは　市民の友

那覇市公式ホームページ

4月

第783号毎月1回発行
2016年（平成28年）

市の人口と世帯
※（　）内はうち外国人

2016（平成28）年2月末現在
総人口 324,217（3,620）

（2,444）

男
女

世帯数 147,419

157,292（2,089）
166,925（1,531）

広報 市民の友
発行
編集

印刷
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：
☎（代表）867-0111
〒900-8585 那覇市泉崎1丁目1番1号
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有限会社サン印刷

　
　

　
 ひ

と  つ なぐ  まち

まちなかに暮らすまちなかに暮らす
　国際通り一帯のまちなか区域は、これまで商業の核としての役割を果
たしてきましたが、子育て世帯の郊外への流出などにより、近年では人
口減少が続いています。
　それでも、まちなかは、公共施設や商業施設、公共交通などがコンパ
クトにまとまっていて、実は生活するのに便利。
　最近は、空き家をリノベーション（大規模改修）し、魅力ある物件とし
て再生させる試みが行われ、まちなかにしかない良さを求め、移り住む
人もいるなど、少しずつ注目されてきています。
　古き良きマチグヮー文化を感じながら、まちなか生活、始めませんか。

　市
の
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

ま
ち
な
か
区
域
で
は
、居
住
人
口
は
緩
や
か

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、市
で
は
約
６
割
の
世
帯
が
賃
貸

物
件
に
住
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、空
き
家
率
は
10.

８
％（
平
成
25
年
度
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
）で
、ま
ち
な
か
区
域

で
は
築
20
年
以
上
の
建
物
で
空
き
家
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

　人
口
減
少
に
伴
う
少
子
化
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
、保
安
面
な
ど
、ま
ち

な
か
の
抱
え
る
様
々
な
問
題
が
深
刻
化
す

る
前
に
、だ
れ
も
が
快
適
に
住
み
続
け
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
て
い
ま
す
。そ
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、空
き

家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

人
口
増
で

快
適
な
居
住
環
境
に

築
41
年
で
も

こ
ん
な
に
お
洒
落
に

　市
で
は
、空
き
家
を
活
用
し
た
ま

ち
な
か
居
住
、『
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用

モ
デ
ル
事
業
』を
行
っ
て
い
ま
す
。

　同
事
業
で
は
、「
物
件
所
有
者
」と

「
入
居
希
望
者
」を
市
が
募
集
し
、両

方
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
、施
工
対

象
や
範
囲
、施
工
時
期
、入
居
期
間
、

改
修
費
の
負
担
割
合
、家
賃
な
ど
、リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
作
成
を
支
援

し
ま
す
。

　「市
と
協
力
事
業
者
」が
入
っ
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、物
件
所
有
者
も

入
居
希
望
者
も
安
心
し
て
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　平
成
28
年
度
は
６
月
頃
か
ら
募
集

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

空き家・空室に
入居者を入れたい

　
・改修計画を作成（住宅
　内のデザインや機能、
　資金の負担や家賃等）
・工事の実施

・まちなか区域の活性
　化・コミュニティ向上
・満足度の高いまちな
　か居住の実現

まちなかで好みの
住宅に住みたい

両者の意向を聞いて
事業計画を作成

建物の価値向上と
家賃のとれる資産
に再生

まちなかで自分の
ライフスタイルにあ
った暮らしの実現

新しいビジネスモ
デルにより事業の
拡大

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
空
間

づ
く
り
応
援
し
ま
す
！

「職場に近く、モノレールで移
動できるのも魅力」と、まちな
か生活を検討中

お問い合わせ

ライフスタイルにぴったり
マチグヮーを散歩すると、スージグヮー

（路地）の奥で今まで気づかなかったお
店に出会うなど、新たな発見があるんで
すよね。お店の人とゆんたくしたり、普
段から楽しみながら生活できるんじゃ
ないかと期待しています。

自分を再発見
マチグヮーに住む理由は交通に便利だ
から。商店街のみんなから「はち！ごは
ん食べたか？」なんて家族のように声を
かけてくれ、とても気持ちがあたたくな
ります（笑）。だからこの街のために何
か恩返しできればと考えています。以前
の自分には考えられないほど積極的な
自分にマチグヮーが育ててくれました。

んでます！住

みたい！住

畑井モト子 さん（通称：はち）
出身地：奈良
まちなか居住歴6年
犬猫殺処分ゼロを目指す団体
TSUNAGU OKINAWAの代表

さん前原信之

まちなか区域
●久茂地１・３丁目
●泉崎1丁目
●松尾１・2丁目
●壺屋１丁目
●牧志1～３丁目
●安里１・2丁目
●樋川２丁目
●字安里の一部
●字大道の一部

三者で協議して①物件所有者（公募） ①物件所有者

②入居希望者（公募） ②入居希望者

③協力事業者 ③協力事業者

　国
際
通
り
の
裏
手
に
、
築
41
年
の
建
物

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
お
部
屋
が
あ
り
ま

す
。近
所
に
は
人
気
の

飲
食
店
が
立
ち
並
ぶ

場
所
で
す
が
、
２
階
以

上
は
住
宅
が
ほ
と
ん
ど

の
た
め
と
て
も
静
か
。

猫
と
一
緒
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
壁
に
キ
ャ
ッ

ト
ウ
ォ
ー
ク
を
設
け
た
ワ
ン
ル
ー
ム
は
、
間

接
照
明
が
ゆ
と
り
あ
る
空
間
を
演
出
し
て

く
れ
ま
す
。モ
ニ
タ
ー
付
き
ド
ア
フ
ォ
ン
で
、

ひ
と
り
暮
ら
し
で
も
安
心
で
す
。

before

after

☎95１-3235
建設企画課

写真提供：不動産会社Bさん

Facebook

LINE SNS を活用した広報

市
民
と
の
信
頼
を
深
め
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
行
う

6

用語解説用語解説
●マイナポータル

マイナンバーに関係して行政機関等が保有する自らの情報や情報連
携の履行の確認、官民からのお知らせの受信や各種手続きなどを、
自宅のパソコン等から利用することができる個人用のウェブサイト。

●ウェブアクセシビリティの改善例
・視覚に障がいのある人向けに音声読み上げ機能に対応した改善
・画像データにタイトルや写真の内容の解説を加える
・スマートフォンなどへの対応
・�利用者の環境によって表示されない機種依存文字 ( ①や㈱など )

を使用しない
・�大中小の見出し、段落、箇条書きといった構造的に統一されたペー

ジの作成
・�利用時の操作がマウスだけでなく、キーボードなど複数の方法でで

きる

●デジタル・トランスフォーメーション
デジタル技術の活用を通じて、様々なサービス及びそれを生み
出す組織や文化・風土を変革し、新しい価値を創出すること。

※下線部は今回の中間検証及び見直しにおいて
修正・追記した箇所です。
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政　策

施策 58

現状と課題

◉これまで培ってきたISO9001の仕組みやノウハウを
継承しつつ、内部統制制度の基本的な枠組みを踏ま
えた、本市独自の「那覇市行政サービス品質管理シス
テム」を2022(令和４)年度に構築し、内部統制の強化
を図っています。

◉2013(平成25)年度からは、外部の専門家による包括
外部監査を実施し、監査機能の独立性と専門性を強
化しています。

◉行財政改革、組織目標、品質管理システムなどの行政
評価システムや事業進捗管理に関わるシステム群が
それぞれに運用されており、更なる効率的で効果的
な運用について検討する必要があります。

◉市民満足度のアンケートでは、2008(平成20)年度か
ら2016(平成28)年度まで満足度90％以上を継続達
成しています。今後も市民の利用しやすい窓口を目
指し、接遇力・業務知識の向上に努めることが求め
られています。

◉マイナンバーカードの普及については、2023（令和5）
年7月末時点で240,890名の申請累計があり、交付累
計は192,134名となっています。市民への周知を今
後も続けていく必要があります。

◉新型コロナウイルス感染症の拡大を契機として、社
会全体のＤⅩ（デジタル・トランスフォーメーション）
が求められています。

◉身体的・精神的・社会的にも満たされた状態を示す
「ウェルビーイング（Well-being）」の概念が、まちづ
くりにおいても注目されています。多様性や包摂性
が尊重され、市民と地域全体のウェルビーイングが
感じられるまちづくりが求められています。 

関連条例等
◆那覇市DX推進計画

施策概要

未来への視点
つながる力 ○
稼ぐ力 ○
ひきつける力 ☆

市民満足度の高いサービスの提供をすすめる

効率的で効果的な行財政運営を行う

◉限られた経営資源を効果的に活用するための総合的
な行政経営システムを構築します。

◉特に、市民の利用が多いサービスに対する対応力の維
持・向上に努めます。

◉マイナンバーカードの普及を推進し、より一層市民
サービスの向上に繋げていきます。

◉本市の行政運営において、デジタル技術の積極的な活
用により業務効率化を図り、更なる「行政サービスの
向上」に繋げます。

◉本総合計画の推進により、暮らしやすさや幸福感、満
足感といった市民と地域全体のウェルビーイングを
高める視点を持ち、個々の幸せが尊重される持続可
能な社会の実現を目指します。

市民課窓口
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取組の柱と方針

1 総合的な行政経営システムの構築1 総合的な行政経営システムの構築
◉行財政改革、組織目標、品質管理システムなどの行

政評価と事業進捗管理に関わるシステム群を総合計
画と連動した管理システムへ再構築を行い、行政運
営の効率化を図ります。

◉市民意識調査における市の政策に対する満足度・重
要度調査結果の分析を行い、改善に努めます。

2 総合窓口サービスの向上2 総合窓口サービスの向上
◉市民の利用が多く市役所の顔となる窓口サービスに

対しては、新任者職員等に対する研修を行い、窓口
サービスの維持・向上に努めます。

◉ハイサイ市民課本庁・三支所窓口における市民満足
度アンケートの実施・分析を行い、改善に努めます。

3 3 マイナンバーカードマイナンバーカードの周知の周知
◉マイナンバーカードの広報周知について継続的に実

施します。

4 行政ＤＸの推進4 行政ＤＸの推進
◉「那覇市ＤＸ推進計画」に基づき、デジタル技術を活

用した業務効率化を図り、生み出された時間を更な
る「行政サービスの向上」に繋げます。

5 ウェルビーイングの向上5 ウェルビーイングの向上
◉市民意識調査等において、市の政策に対する満足度・

重要度や幸福度について調査をし、政策に反映して
いくよう努めます。

取り組みの活動状況をみる指標

指　標 基準値
（基準年度）

中間目標値
（2022 年度）

最終目標値
（2027年度）

窓口サービスに満足している人の割合 93%
(2016 年 ) 93.5% 94%

総合的な行政経営システムの構築
個別システム

での運用
(2017 年 )

総合システム
の研究と構築

総合システム
の運用と検証

用語解説用語解説
●マイナンバーカード

マイナンバー（個人番号）が記載された顔写真付のカード。コンビニなど
で各種証明書を取得したり、各種行政手続きのオンライン申請などに利
用できます。

● ISO9001
市民に親しまれる市役所を目指し、平成 14 年に市民課（現：ハイサイ市
民課）を皮切りに市長事務部局全部署に ISO9001 の認証を取得しまし
た。しかし、新型コロナウイルス感染症対応業務に人的資源を傾注する
ため、令和 2 年度に ISO 認証を一時停止。その後コロナ禍の収束がみ
えないまま一時停止の期限を迎え、令和 3 年 6 月 16 日をもって ISO 認
証を返上しました。

那覇市役所　新庁舎

市
民
と
の
信
頼
を
深
め
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
行
う

6

※下線部は今回の中間検証及び見直しにおいて
修正・追記した箇所です。
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指標一覧

施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

1

1 市民等と行政が協働しておこなった事業などの件数(累計) 265件 
(2016年) 320件 370件

市民等との協働事業の件数をみることで、協働によるまちづくりの市民への浸透度を
測ります。協働事業を明確にしその推進を図るため、庁内に周知します。 所属把握

2 校区まちづくり協議会設立校区数(累計) 6校区 
(2016年) 20校区 36校区

地域活動が小学校区単位で行われ、協働によるまちづくりの浸透度合いを測る指標で
す。全市域に協議会の設立を目指します。 所属把握

3 なは市民活動支援センターの延べ利用件数(人数)
2,975件

(19,923人) 
(2016年)

4,500件 
(30,000人)

6,000件 
(40,000人)

市民活動センターの利用状況を把握することで、市民活動団体の連携状況を確認する
指標です。市民活動支援センターの周知を図り広く利用を促進します。 所属把握

2

4
なは市民協働大学・大学院卒業者数 319人 

(2016年) 719人 959人

協働によるまちづくりを実践する人材の育成・発掘を行っている協働大学・大学院の
卒業者数をみることで、協働によるまちづくりの市民への浸透度を測ります。 所属把握

5 協働大使委嘱者数 867人 
(2016年) 1,267人 1,539人

協働によるまちづくりを実践している協働大使の委嘱者数をみることで、まちづくり
活動の浸透度を測ります。 所属把握

6 那覇市人材データバンク登録者数(累計) 9人 
(2016年) 250人 470人

協働によるまちづくりの推進度合いを測る指標です。市民が地域で活躍し、貢献でき
る場を設定します。 所属把握

7 まちづくり活動に参加している市民の割合 30.9% 
(2016年) 36.9% 42.9%

協働によるまちづくりの浸透度合いを測る指標です。抜本的な取り組みを行い、市民
参加を促す取り組みを図ります。

市民意識
調査

ピンク：最終目標値を修正した指標 水色：旧から新へ変更した指標 黄色：新たに追加した指標
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指標一覧

施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

新旧
／追加

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

3

8 旧

市内で保安灯を維持管理している団体に交付さ
れる保安灯電気料補助事業の申請団体数

195団体 
(2016年) 200団体 215団体

安全で住みよいまちづくりの推進には、保安灯の普及と地域コミュニティの
醸成を図る必要があることから、地域住民が管理する保安灯団体数の増加を
指標とします。

所属把握

新

市内保安灯数 6,407灯 
（2021年度） 6,600灯

保安灯数を増やすことによって、安心安全なまちづくりの推進を図る指標で
す。※保安灯数は2021年度の電気料補助灯数及び新規設置数（市が把握し
ている灯数）を基準としています。

所属把握

9
交通指導員が2名以上配置されている小学校区
数

25校区 
(2016年) 30校区 36校区

交通指導員の配置を全小学校区で2人以上確保することで、登下校時の交通
事故防止と見守り活動の強化を図ります。 所属把握

4

10 消費者教育に関する講演・研修会の開催回数 6回 
(2016年) 11回 12回

自立した消費者育成及び消費者被害の未然防止のため消費者教育の周知・啓
発を図ります。 所属把握

11
消費生活センター斡旋によって解決した案件の
割合

18% 
(2016年) 19% 22%

消費生活センターに寄せられた相談や苦情等について迅速かつ適正に解決
または救済を図ります。 所属把握

137

追加

外国人相談窓口の相談者数 541人 
（2021年度） 1,100人

外国人住民の支援の充実を推進する指標です。窓口の周知を図り、相談体制
の充実を図ります。 所属把握

5

12
自治会等に対して実施する防災講話等の実施回
数(単年度)

15回 
(2016年) 20回 25回

自治会等に対して実施する防災講話等の単年度実施回数を指標とします。 所属把握
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施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

5

13 災害時応援協定締結事業者数(累計) 158事業者 
(2016年) 180事業者 200事業者

災害時応援協定締結事業者数の累計数を指標とします。 所属把握

14
住宅用火災警報器の設置率 53.2% 

(2016年) 65% 80%

住宅用火災の早期発見につなげる状況をみる指標です。個別訪問によって、一部設置・
条例適合率の向上を目指します。

消防庁一斉
調査

6

15
青少年ピースフォーラムに派遣する生徒の延べ人数 100人 

(2016年) 120人 140人

戦争の実相や平和の尊さを次の世代へ伝えていくための事業であることから、派遣し
た生徒数(延べ人数)を指標とします。 所属把握

16 平和事業の充実 3件 
(2016年) 5件 10件

戦争の体験を伝え、平和の尊さを広める機会の実施状況をみる指標です。平和交流・
男女参画課において主催・共催する平和事業の充実を図ります。 所属把握

7

17 那覇福州児童生徒交流祭における派遣児童生徒の延べ人数 140人 
(2017年) 185人 200人

姉妹・友好都市交流と青少年の国際感覚をもった人材育成につながる事業であること
から、派遣した児童生徒数(延べ人数)を施策の進捗を図るための指標とします。 所属把握

18
那覇市海外移住子弟研修生受入事業における研修生の延
べ受入人数

33人 
(2017年) 43人 46人

市民との交流と移住国との友好親善に資する事業であることから、海外移住子弟研修
生の受入人数(延べ人数)を施策の進捗を図るための指標とします。 所属把握

8

19 審議会等委員の女性登用率 37.9% 
(2015年) 39% 40%

女性の政策・方針決定過程への参画状況に関する指標。各審議会において、男女のい
ずれか一方の委員の数が、委員の総数の10分の4未満とならない状態をめざします。 所属把握
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指標一覧

施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

8

20 なは女性センター講座の延べ受講者数 24,961人 
（2016年） 28,560人 30,477人

なは女性センター主催講座の受講者数から、男女共同参画についての意識啓発をみる
指標。男女共同参画の推進につながる講座の開催に取り組みます。 所属把握

9

21 「地域見守り隊」の結成数 33団体 
(2017年) 60団体 80団体

「地域見守り隊」は、地域での孤立防止や安否確認を実施しており、地域の支え合いや、
誰もが安心して暮らせるまちづくりの推進を測る指標です。 所属把握

22
民生委員・児童委員の充足率 84.5% 

(2017年) 90% 92%

民生委員・児童委員は、地域の身近な相談員であり、充足率の向上は、地域の支え合
いや相談・支援体制づくりの推進を測る指標です。 所属把握

10

23
地域包括支援センターにおける相談件数 13,783件 

(2016年) 16,000件 18,000件

地域包括支援センターは、地域包括ケアシステムの構築に重要な役割を担っており、
当該システム構築に向けて多くの地域住民等に利用される施設を目指します。 所属把握

24
介護予防に関する事業への参加人数 6,384人 

(2016年) 7,300人 8,000人

介護予防に向けた取り組みに多くの市民が参加することにより、介護を受けることな
く、健康で自立した生活を過ごせる高齢者が増えることを目指します。 所属把握

25
ちゃーがんじゅうポイント制への登録者数 71人 

(2016年) 85人 100人

地域の高齢者施設等においてボランティア活動をすることによって役割を持ち、
自らの介護予防や生きがいづくりに楽しみながら取り組める高齢者の増加を目指
します。

所属把握

26
認知症サポーター養成講座の延受講者数 16,879人 

(2016年) 28,000人 35,000人

今後、増加が予想される認知症高齢者を地域で支える基盤づくりを推進するため、認
知症サポーター養成講座受講者の増加を目指します。 所属把握
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施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

11

27
一般就労後、就労定着支援を受けて1年以上の継続就労
者の割合(年度) ― ８割 ８割

国が各市町村に対し示した第5期障害福祉計画(2018 ～ 2020)の成果目標に就労定着
支援開始後1年以上継続している人が８割以上とするとされています。 所属把握

28
施設入所から在宅生活に移行した障がい者数(累計) 3人 

(2016年) 15人 30人

障がいのある人の地域生活の実現状況をみる指標です。「なは障がい者プラン」の目標
値を参考に、施設入所から地域生活移行への増加を目指します。 所属把握

29
障がい当事者の障害者差別解消法及び県条例に関する認
知の割合 ― ４割 ６割

障がい当事者ご自身の権利の理解促進を目指します。 所属把握

12

30 生活保護世帯に属する子どもの高校進学率 86.1% 
(2016年) 90.8% 95.1%

職業選択の可能性が広げられるように高等学校への進学率を全国平均並みに上げてい
きます。 所属把握

31 生活保護世帯の高等学校中途退学率 2.64% 
(2016年) 2.20% 2.00%

高校進学後に勉強の遅れや引きこもり、アルバイト等で中途退学してしまう高校生の
割合を全国平均にまで引き下げていきます。 所属把握

32 子どもの居場所の数 16 ヶ所 
(2016年) 26 ヶ所 36 ヶ所

子どもたちが夢を持って成長できる指標の一つとして、日常的に子どもの見守りや安
心できる居場所を小学校区毎(36 ヶ所)に設置します。 所属把握

13
33

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が1日2回以上の日
がほぼ毎日の者の割合 ― 57% 62%

肥満予防、肥満改善のために望ましい食生活について理解し、適正体重を維持するた
めの食生活習慣を実践している人の指標です。

市民意識
調査
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指標一覧

施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

13

34 運動習慣者の割合(20 ～ 64歳)

男性：
36.7％ 
女性：
28.6％ 

(2012年)

男性：47％ 
女性：39％

男性：
48.3％ 
女性：
40.3％

自分の体力や健康状態を把握し、自分に合った運動を実践している人の指標です(1 
日1 回30 分以上の汗をかく運動を週2 回以上、1 年以上実施しているもの)。

国保健康
診査・特定
健診問診

35 生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合
(40 ～ 74歳)

男性：
25.8％ 
女性：
28.9％ 

(2012年)

男性：
19.4％ 
女性：
13.7％

男性：
17.8％ 

女性：9.9％

飲酒が健康に及ぼす影響を正しく理解し、生活習慣病を防ぐため、多量飲酒者の減少
割合を見る指標です。

国保特定
健診問診

36 20代、30代の男女の喫煙している者の割合

20代 
男性：43％ 

女性：
24.1％ 
30代 
男性：
38.2％ 
女性：
23.8％ 

(2012年)

20代 
男性：
23.2％ 

女性：7.1％ 
30代 
男性：
23.2％ 

女性：7.1％

20代 
男性：
20.7％ 

女性：5.4％ 
30代 
男性：
21.3％ 

女性：5.4％

生活習慣病等の発症や重症化予防のため、喫煙者の減少割合を見る指標です。 国保健康
診査問診

37
「健康づくり市民会議」で健康づくりを計画的に推進する
団体数

36団体 
(2016年) 45団体 50団体

社員及び市民の健康づくりに取り組んでいる団体の指標です。 所属把握

14

38
ゲートキーパー養成講座受講者数(累計) 462人 

(2016年) 962人 1,462人

身近な人が自殺のサインに気づき、適切な対応ができるようになるためのゲートキー
パー養成講座の受講者(累積者数)を増やします。 所属把握

39
人口10万人当たりの自殺者数(実数)

21.9 
(70人) 

(2012年)

17.5 
(56人)

16.8 
(53人)

中間目標は、市民の人口10万人対での自殺による死亡者数の割合を基準年度より
20％以上（国・県の目標値に準ずる）減少させ、最終目標は、平成27年度に比べ30％
以上（「自殺総合対策大綱(平成29年７月閣議決定)」に基づく）減少させることを目指し
ます。

人口動態
統計
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施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

15

40
３歳児健康診査受診率 81.2% 

(2015年) 85% 90%

３歳児健診受診対象者の中で、実際に受診した人の割合をみる指標です。 乳幼児健康
診査報告書

41
子育てについて、身近に相談できる人がいると答える人
の割合

96% 
(2015年) 97% 98%

乳幼児健康診査受診票の中で、身近に子育ての相談ができる人がいる人の割合をみる
指標です。

乳幼児健康
診査報告書

16
42

紹介率(紹介患者数/初診患者数×100) 75.2% 
(2016年) 80% 80%

地域医療支援病院の承認要件であり、紹介患者に対し、医療を提供する体制が整
備されているかをみる指標です。紹介率65％以上かつ逆紹介率40％以上が要件
となります。

所属把握

16
43

逆紹介率(逆紹介患者数/初診患者数×100) 70.1% 
(2016年) 80% 80%

地域医療支援病院の承認要件であり、紹介患者に対し、医療を提供する体制が整
備されているかをみる指標です。紹介率65％以上かつ逆紹介率40％以上が要件
となります。

所属把握

17

44
救急隊現場到着所要時間 9.9分 

(2016年) 8.6分 6.5分

119番通報から救急隊現場到着までの時間で、救命率につながる効果を見る指標です。
現場到着所要時間の短縮を目指します。 所属把握

45
応急手当講習会の受講者数 70,085人 

(2016年) 113,085人 127,000人

市民自身による緊急時の自主救護能力を見る指標です。那覇市の１世帯1人を目標と
した累計受講者数を目指します。那覇市の世帯数149,528世帯(2017年2月末現在) 所属把握

18
46

特定健康診査の受診率
（40代～ 50代の働き盛り世代）

25.9% 
(2015年) 30.9% 35.9%

生活習慣病予防に有効とされる健診の受診率をみる指標です。那覇市特定健康診
査等実施計画の目標値達成に向けて、40代～ 50代の働き盛り世代の受診率向上
を目指します。

(法定報告
値)KDB
システム

45



指標一覧

施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

18
47

メタボリックシンドローム該当者及び予備群者の改善率 18.1% 
(2015年) 19% 20%

前年度の特定健診結果で、生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドローム該当
者とその予備群者と判定された者のうち、改善した人の割合をみる指標です。

(法定報告
値)KDB
システム

19
48 食品等の試験検査の実施数 152件 

(2016年) 168件 185件

年度ごとに策定する監視指導計画における食品等試験(収去)検査実施件数とします。 所属把握

20

49
結核罹患率(人口10万対) 19.7人 

(2016年) 17人 13人

結核や感染症に関する正しい知識の普及啓発をすることで、結核の罹患率を抑え
ます。 所属把握

50 健康危機管理訓練 年1回 
(2016年) 年１回 年１回

健康危機に備えるため新型インフルエンザ発生訓練などを年に１回行います。 所属把握

21

51
保育所等利用待機児童数 559人 

(2016年) 0人 0人

厚生労働省が毎年４月に実施している「保育所等利用待機児童数調査」の人数です。
希望の保育所等をいつでも利用できる状況を目指します。

保育所等
利用待機

児童数調査

52
教育・保育施設の利用状況 60% 

(2016年) 73% 86%

３歳児が教育・保育施設(保育所、認定こども園、幼稚園など)を利用している割合です。
全国平均と同水準となることを目指します。 所属把握

22

53 育児支援家庭訪問事業の訪問延べ件数 1,846件 
(2016年) 1,900件 2,000件

育児不安を抱える家庭、虐待リスクのある家庭等へ専門支援員等が援助を行なうため
に訪問した延べ件数です。 所属把握
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施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

新旧
／追加

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

22
54

保育園、認定こども園等への巡回指導、訪問件
数

210件 
(2016年) 231件 254件

発達支援児を受け入れている保育園、認定こども園、幼稚園において適切
な指導等が行なわれるよう専門職員を派遣した件数です。 所属把握

23

55

旧

全国学力・学習状況調査における全国平均正答
率との差(中学校数学)

A：
-4.2ﾎﾟｲﾝﾄ 

B：
-2.8ﾎﾟｲﾝﾄ 
(2016年)

A：0ﾎﾟｲﾝﾄ 
B：0ﾎﾟｲﾝﾄ

A：0ﾎﾟｲﾝﾄ 
B：0ﾎﾟｲﾝﾄ

全国平均正答率との差を指標とします。数値が０は平均値、プラスで平均
値以上となります。Aは基礎基本、Bは応用の問題です。

全国学力・
学習状況調査

新

全国学力・学習状況調査における全国平均正答
率との差(中学校数学)

－3.8ﾎﾟｲﾝﾄ
(2019年度) 0ポイント

全国平均正答率との差を指標とします。数値が０は平均値、プラスで平均
値以上となります。

全国学力・
学習状況調査

56
学校に行くことが楽しいと感じる児童生徒の
割合

①59.1% 
②40.5% 
(2017年)

①65% 
②45%

①70% 
②50%

「学校に行くのは楽しいと思いますか」の設問に対し、「そう思う」とする割
合を指標とします。①は小学生②は中学生の割合です。

全国学力・
学習状況調査

57

旧

不登校児童生徒の割合
①0.41% 
②3.35% 
(2015年)

①0.40% 
②2.90%

①0.39% 
②2.83%

文部科学省が行っている全国的な調査であり、その調査に含まれる不登校
児童生徒の割合を指標とします。①は小学生②は中学生の割合です。

児童生徒の
問題行動等
生徒指導上
の諸問題に
関する調査

新

相談機関等に繋がっていない不登校児童生徒
の割合

①小学校
23.7％

②中学校
20.2％ 

（2018年度）

①小学校
18.0％

②中学校
15.0％

児童生徒それぞれの個に応じた対応や支援によって柔軟に対応することで
不登校対策を図る指標。

第3次那覇
市教育振興
基本計画(令
和3年度～
令和7年度)
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指標一覧

施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

新旧
／追加

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

24
58

新耐震基準に適合する校舎などの割合 78% 
(2016年) 99% 100%

耐震基準を満たす校舎等の整備の度合いから、学校の補修・整備の実施状
況をみようとする指標です。新耐震基準に適合する割合を2023年度までに
100％にすることを目指します。

所属把握

25

59
公民館における地域連携・世代間交流事業実施
の満足度                                   

90% 
(2016年) 93% 95%

地域人材の活用や地域と連携した事業、また異世代を対象とした講座等の
満足度を指標とします。 所属把握

60

旧
図書館来館者数 469,305人 

(2016年) 478,300人 485,800人

全７館の年間来館者数の総計を指標とします。 所属把握

新

図書館来館者数 469,305人
（2016年） 485,800人

全７館の年間来館者数と那覇市電子図書館ログイン数の総計を指標とします。 所属把握

61 レファレンス(調査相談)件数 907件 
(2016年) 1,700件 1,900件

利用者の調べものを支援するサービスの件数を指標とします。 所属把握

26
62

那覇市主催のスポーツ・レクリエーション大会
等への参加者数

6,613人 
(2016年) 7,400人 8,000人

市民のスポーツ活動の状況をみる指標です。那覇市主催の各種スポーツ・
レクリエーション大会等へ参加する市民の増加をめざします。 所属把握

27
63

地域学校連携施設延べ利用回数 7,884回 
(2015年) 9,000回 10,000回

小中学校の地域連携施設を開放することにより、生涯学習を推進し学校を
拠点としたコミュニティづくりに努めます。 所属把握

48



施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

27

64
放課後子ども教室等が設置されている小学校区数 30校区 

(2016年) 36校区 36校区

放課後の居場所づくりとして放課後子ども教室等が設置されている小学校区の数で
す。全小学校区の設置を目指します。 所属把握

65
学校体育施設の利用率 94% 

(2016年) 95% 95%

市民のスポーツ活動の状況をみる指標です。現在の高い利用率(％ )の維持をめざ
します。 所属把握

28

66

焼物博物館、歴史博物館、識名園、玉陵、伝統工芸館の
入館・入園者数

184,126人 
(2016年) 193,332人 202,538人

５施設の入館・入園者数を基準年度から10％の増加を目指す。中間年度では5％の増
加を目指します。 所属把握

67
講座・解説会など実施回数 55回 

(2016年) 60回 65回

５施設で行う講座・解説会等の実施回数を増やすことで、各施設の広報活動充実の施
策として教育普及活動及び共催事業を強化します。 所属把握

29

68

主要文化施設利用者の満足度
(那覇文化芸術劇場なはーと、パレット市民劇場、那覇市
民ギャラリー )

60% 
(2016年) 70% 80%

市の文化施設の利用者の満足度から施設運営等へ反映させる指標として市民サービス
向上へとつなげます。

利用者等の
アンケートに

よる調査

69

市民が文化活動を主体的に行う機会や、優れた文化や地
域文化を観たり、ふれる機会が充実しているまちと思う
人の割合

36% 
(2016年) 50% 60%

文化にふれあっている実感の割合から、市民文化が育まれている度合いを見るための
指標です。新拠点施設の有効活用により割合の向上を目指します。 市民意識調査
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指標一覧

施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

29
70

主要文化施設施設稼働率
(那覇文化芸術劇場なはーと、パレット市民劇場、市民ギャ
ラリー )

66% 
(2016年) 73% 76%

市の文化施設の稼働率から、市民の文化活動の活動度合いを推測しようとする指標で
す。(施設における利用日数/利用可能日数) 所属把握

30

71
延べ市内宿泊客数 637万人泊 

(2016年) 1,116万人泊 1,587万人泊

那覇市の観光統計をもとに算出しています。(市内宿泊人数×市内平均宿泊数)

那覇市の
観光統計

(国内
観光客)

72
観光客一人当たりの市内消費額 73,003円　 

(2016年) 85,747円 96,367円

宿泊費、土産品費、交通費、飲食娯楽費、雑費の合計を航空乗客アンケート調査結果
をもとに算出しています。

那覇市の
観光統計

(国内
観光客)

31
73

観光収入額 3,187億円 
(2016年) 4,158億円 5,030億円

那覇市の観光統計をもとに算出しています。(市内宿泊人数×観光客一人あたり市内
消費額)

那覇市の
観光統計

(国内
観光客)

31
74

市内宿泊日数 1.46泊 
(2016年) 2.3泊 3.04泊

那覇市の観光統計をもとに算出しています。(延べ収容日数×定員稼働率)

那覇市の
観光統計

(国内
観光客)

32

75

那覇市へ進出した情報通信関連企業数(累計) 266社 
(2016年) 525社 926社

情報通信関連企業の誘致促進による成果指標です。
沖縄IT

センサス
報告書

76

那覇市へ進出した情報通信関連企業による雇用者数(累計) 13,114人 
(2016年) 25,883人 45,652人

情報通信関連企業の誘致促進による成果指標です。
沖縄IT

センサス
報告書
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施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

新旧
／追加

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

32
77 市民所得 2,485千円 

(2014年) 2,700千円 3,000千円

市民所得の向上を目指す指標です。 沖縄県調査

33

78 窓口相談から結びついた創業数 5件 
(2016年) 50件 100件

相談支援充実による創業数向上を目指す指標です。 所属把握

79
開業率 7.98% 

(2014年) 10% 12%

市域においてスタートアップ等の施策の充実による開業率向上を目指す
指標です。

経済センサス
基礎調査

80
廃業率 7.77% 

(2014年) 6% 5%

市域においてフォローアップ等の施策の充実による廃業率改善を目指す指
標です。

経済センサス
基礎調査

81

旧

第３次産業市内純生産額(百万円)
805,498
百万円 

(2012年)

845,772
百万円

888,060
百万円

市域の第3次産業の経済状況を見る指標です。 県民経済計算

新

第３次産業市内総生産額(百万円)
1,160,752

百万円
（2012年）

1,276,827
百万円

市域の第3次産業の経済状況を見る指標です。 沖縄県
市町村民所得

34
82

那覇市農業算出額 156千万円 
(2015年) 176千万円 195千万円

農業振興の状況をみる指標です。市在住農家の農業算出額を参考に、さらな
る増額をめざします。

市町村別
農業算出額

(推計)
(農林水産省)
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指標一覧

施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

新旧
／追加

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

34
83

旧

那覇市海面漁業生産量(まぐろ類) 4,839トン 
(2015年) 5,444トン 6,049トン

漁業振興の状況を見る指標です。本市の主要水産物であるマグロの漁業生産
量を参考に、さらなる増加をめざします。

沖縄農林
水産

統計年報
(内閣府沖縄
総合事務局)

新

泊漁港における水揚量 3,656トン 
（2021年度） 3,884トン

漁業振興の状況をみる指標です。本市水揚量を参考にさらなる増加を目指し
ます。 所属把握

35
84

旧

那覇港の取扱貨物量 1,156万トン
(2016年) 1,600万トン 1,800万トン

港における物流利用の状況を見る指数です。

沖縄県
アジア

経済戦略
構想

推進計画 
那覇港長期
構想検討委
員会資料

新

那覇港の取扱貨物量（空台車含む） 1,641万トン
(2021年) 1,900万トン

港における物流利用の状況を見る指数です。最終目標値の達成に向けて、港
湾機能強化に繋がる様々な取り組みを展開し、那覇港の取扱貨物量増加を目
指します。

那覇港港湾
計画、

港湾統計

36
85 オープンデータの公開数 ― 30件 50件

オープンデータの公開状況をみるための指標です。 所属把握

36
86

オープンデータを活用したアプリケーション数 ― 5件 10件

オープンデータを活用し、市民の利便性の向上や地域の課題解決をテーマに
作成されたアプリケーション数を見るための指標です。 所属把握
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施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

37
87

沖縄県ワーク・ライフ・バランス企業認証制度の認証市
内企業数

17企業 
(2016年) 42企業 67企業

市内事業所において従業員が安心して働き続けることのできる職場環境を整備しま
す。

沖縄県事業
統計

38

88
就職に結びついた相談数
(なはし創業・就職サポートセンター )

50件 
(2016年) 100件 200件

相談支援充実による就職者数向上を目指す指標です。 所属把握

89
就業者数 156,511人 

(2014年) 160,000人 164,000人

市域の就業者数の維持向上を目指す指標です。 経済
センサス

39

90
中心商店街の歩行者通行量(平日) 97,925人 

(2016年) 107,000人 114,000人

中心商店街が地元客や観光客に活用されている度合をみる指標です。地元客及び観光
客の歩行者通行量増を目指します。

那覇市中心
商店街通行

量調査

91
中心市街地の従業者数 26,412人 

(2014年) 26,800人 27,100人

雇用の供給力や就業の場としての魅力度などを表す従業者数を「経済活動の活発さ」を
推し計る指標とします。

経済
センサス

92
中心商店街へ行く那覇市民の割合
(月に1 ～ 2回以上)

36% 
(2016年) 38% 41%

中心商店街が地元客に活用されている度合をみる指標です。地元客の来街数増を目指
します。

市民意識
調査

40
93

老朽アーケードの課題解決に取り組む商店街等の数 ― 7 ヶ所 13 ヶ所

中心商店街において、安全性確保や魅力向上のためにアーケードの課題解決に取り組
む商店街数増を目指します。 所属把握
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指標一覧

施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

指標名 基準値 
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指標の説明 取得方法 
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40
94

公衆用トイレや駐輪場などの課題解決に向けた施設整備
等への取り組み事例数 ― 5件 10件

中心商店街において、利便性向上のための課題解決に向けた施設整備の取り組み数増
を目指します。 所属把握

41
95

地球温暖化を防ぐための実践項目数 5項目 
(2016年) 8項目 10項目

市民のエコライフの実践状況をみる指標です。 市民意識
調査

42
96

ごみの排出量( １人／１日) 771ｇ 
(2016年) 735ｇ 713ｇ

１人１日あたりのごみの排出量をみる指標です。
ごみの総排出量から資源化物を除いた量／人口(外国人含む) ／ 365日により算出し
ます。

所属把握

42

97
リサイクル率 14.24% 

(2016年) 22% 25%

ごみの総排出量のうち、資源化物として回収されたごみの割合を示す指標です。
資源回収量／ごみの総排出量により算出します。 所属把握

98 拠点回収事業実施団体数 36 ヶ所 
(2016年) 45 ヶ所 54 ヶ所

各年度末の拠点回収事業実施団体数を指標とします。 所属把握

43

99

都市景観形成地域における赤瓦などの
工事への助成数(累計)

210件 
(2016年) 260件 310件

都市景観形成地域に指定されている3地区で、伝統的な素材である琉球赤瓦や琉球石
灰岩等、景観形成に資する工事費用に対し、助成金を交付した件数の累計です。 所属把握

100
屋外広告物の許可申請件数(件/年) 197件/年 

(2016年) 250件/年 300件/年

より良い景観づくりにつながるための指標で、届出義務のある屋外広告物の年間許可
申請件数です。 所属把握
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施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

44

101
河川の水質が改善している箇所の割合(河川：C類型) 96% 

(2016年) 96% 100%

市内の25地点で実施している河川(環境基準Ｃ類型(BOD値5ｍｇ/L以下))の達成率で
す。排水溝については、監視及び指導により環境基準E類型を目指します。 所属把握

102 自然観察会等へ参加する市民の満足度 70% 
(2017年) 75% 80%

ホタル観察会など各啓発発事業に参加する市民の、事業内容に対する満足度(参加意
欲等)の割合を示す指標です。講座内容の改善などに繋げていきます。 所属把握

45

103
一人当たり都市公園面積 5.67㎡ /人 

(2016年) 6.22㎡ /人 6.63㎡ /人

都市の緑地の充実度をみる指標です。条例では10㎡ /人を標準としており、公園の整
備計画に基づき目標値を設定しています。 所属把握

104
緑化推進事業への市民参加数 4,300人 

(2016年) 4,730人 5,160人

緑化推進事業に関する市民の参加状況をみる指標です。花いっぱい運動推進事業及び
緑化センターにおける緑化推進事業参加者数の合計人数となっております。 所属把握

46
105

道路ボランティア、グリーン・ロード・サポーター活動
団体数

111団体 
(2016年) 142団体 172団体

活動団体を毎年6団体づつ増やしていくことを目標にして、目標値を設定しています。 所属把握

46
106

違反簡易広告物除却活動団体数 8団体 
(2016年) 13団体 18団体

活動団体を毎年1団体づつ増やしていくことを目標にして、目標値を設定しています。 所属把握

47
107

密集市街地の改善に取り組んだ地区数(累計) ― 5地区 10地区

密集市街地の改善に向けた地区の取り組み状況をみる指標です。 所属把握
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指標一覧

施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

新旧
／追加

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

47

108
２項道路後退済表示板設置件数(累計) 448件 

(2016年) 825件 1,200件

狭あい道路を後退した旨を表示する後退済表示板の設置件数をみる
指標です。 所属把握

109 地籍調査の実施率 70% 
(2016年) 80% 90%

本市の地籍調査実施区域の割合をみる指標です。 所属把握

110
耐震基準を満たしている多数の者が利用する建
築物の割合

89.21% 
(2016年) 95% 97%

耐震化率を測る指標。那覇市耐震改修促進計画に基づく耐震化率を目標値と
します。 所属把握

48

111
交通体系の整備に対する満足度 36.8% 

(2014年) 40% 50%

道路整備やバスやモノレール、タクシーの利用環境など、総合的な交通体系
整備について、快適性などを向上させることを目標値とします。

市民意識
調査

112

旧

混雑時平均旅行速度 15.9km/h 
(2014年) 18km/h 20km/h

本市の混雑時の平均旅行速度は全国ワースト１となっており、混雑の解消の
指標となる20km/h以上(警察庁)を目標値とします。

沖縄地方
渋滞対策

推進協議会等

新

市道における自転車通行空間の整備延長（累計） 2.9km 
（2021年度） 7.5km

自転車で快適に移動できる環境整備の推進を図る指標です。 所属把握

49
113

市営住宅の建替更新戸数 1,648戸 
(2016年) 2,420戸 2,932戸

市営住宅居住者への安全で快適な住戸の確保の度合いをみる指標です。市営
住宅の完成計画戸数に基づき、更新を目指します。 所属把握
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施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

新旧
／追加

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

49
114

市営住宅における多子世帯向け住宅の供給戸数 138戸 
(2016年) 288戸 358戸

子育て世帯が安心して暮らしていけるよう、市営住宅での多子世帯向け住戸
の確保の度合いを見る指標です。 所属把握

50

115
狂犬病予防注射接種率 55.4% 

(2016年) 57.5% 60%

適正飼養に関する意識の啓発状況をみる指標です。
愛護動物の適正飼養の推進を図るなかで、狂犬病予防注射接種率の向上を目
指します。

所属把握

116
犬猫の収容数 283頭 

(2016年) 240頭 200頭

適正飼養等に関する意識の啓発状況をみる指標です。
愛護動物の適正飼養の推進を図り、収容・抑留数の減少を目指します。 所属把握

51
117

都市計画道路の整備率 73.0% 
(2017年) 75.5% 78.0%

都市計画道路の整備状況を見る指標です。2017(平成29)年度時点の都市計
画決定路線を2027年度までに整備率5.0％増を目標値にします。 所属把握

51
118

歩道の整備延長(累計) 122,600ｍ 
(2017年) 126,100ｍ 129,600ｍ

歩道等の整備状況を見る指標です。
都市計画道路を含む歩道等の新設及び改良を2027年度までに整備延長
7,000ｍ増を目標値とします。

所属把握

52
119

旧

基幹管路の耐震化率 22.8% 
(2015年) 53.4% 67.3%

水道の基幹管路の全てについて耐震化の進捗状況をみる指標です。 所属把握

新

基幹管路の耐震適合率 62.9% 
(2022年度) 68.4%

基幹管路の延長に対する耐震適合性のある管路延長の割合を示すものであ
り、地震災害に対する基幹管路 の安全性、信頼性を表す指標の一つです。
同指標の目標数値を設定し、引き続き耐震化に取り組みます。

国土強靭化
年次計画

2022
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指標一覧

施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

新旧
／追加

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

53

120
下水道処理人口普及率 98.1% 

(2016年) 98.5% 98.9%

下水道普及をより向上させる指標です。
下水道利用可能人口を増加させて、公衆衛生の向上と公共用水域の水質を保
全します。

所属把握

121
下水道接続率 95.5% 

(2016年) 96.8% 97.5%

下水道接続をより向上させる指標です。
下水道利用人口を増加させて、生活環境の改善と公共用水域の水質保全に貢
献します。

所属把握

122

汚水管きょの改築延長(累計) ― 20.4km 2.83km

汚水管きょの維持管理延長のうち、総合計画期間中に老朽化した管きょを
改築する指標です。
改築を進めることにより、管きょを健全化していきます。

所属把握

54

123
まちづくりに取り組む市民組織等へのアドバイ
ザー等の派遣数(累計) ― 3件 5件

地域特性を活かした地区レベルのまちづくり活動の活性化状況をみる指標
です。 所属把握

124

土地利用の誘導に資する都市計画決定・変更の
件数 ― 8件 16件

望ましい土地利用の誘導に向けた柔軟な都市計画制度の運用状況をみる指
標です。 所属把握

55

125 那覇軍港跡地利用計画の策定
平成7年度
基本構想 
(2016年)

跡地利用計画
(案)の策定

跡地利用計画
の策定

2028年度の返還に向けた跡地利用計画の策定を指標とします。 所属把握

126
地権者情報誌の延べ発行回数 20回 

(2016年) 32回 42回

地権者への情報提供のため年に２回程度発行している情報誌の延べ発行回
数を合意形成活動の進捗を図るための指標とします。 所属把握
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施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

新旧
／追加

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

56

127
市職員数 2,352人 

(2016年) 2,400人 2,400人

職員数から行政組織の効率性をみようとする指標です。
職員数は各年度の定員管理調査の職員数とします。

総務省定員
管理調査

128

旧

職員の職場研修・職場外研修への延べ参加人数 14,566人 
(2016年) 15,500人 16,100人

業務に関連する知識・技能・態度等の研修を通じて、職員の職務遂行能力や
政策形成能力等の開発をおこなう指標です。 所属把握

新

職員の職場研修・職場外研修への延べ参加人数
（オンライン研修を含む）

14,566人 
(2016年) 16,100人

職員の能力開発の推進を図る指標です。業務に関連する知識・技能・態度等
にかかる研修を通して、職員の職務遂行能力の向上に向けて取り組みます。 所属把握

57
129

旧

オンラインで手続きを行った件数の割合 24% 
(2016年) 30% 35%

電子申請等の手続きを導入している業務について、オンラインへの移行状況
をみるための指標です。 所属把握

新

オンライン化による市民・事業者の来庁数低減 100％ 
(2023年度) 60％

手続きをオンライン化することで、市民・事業者の来庁数低減を目指す指標
です。 所属把握

57
130

Ａ.Ａ.Ｏ.ウェブサイトクオリティ実態調査 Ｆ 
(2017年) Ｅ Ｃ

公共機関ホームページの約9,000サイトの品質を実態調査。全てのページに
おいて、アクセシビリティ及びユーザビリティの達成度を調査します。

総務省の受
託事業者

(アライド・
ブレインズ
株式会社)

58
131

窓口サービスに満足している人の割合 93% 
(2016年) 93.5% 94%

窓口サービス全般への満足度を見る指標です。毎年期間をきめてアンケート
調査を実施しています。

市民満足度
アンケート

59



指標一覧

施策 
番号

指標番号
/SDGs
ロゴ

新旧
／追加

指標名 基準値 
(基準年度)

中間目標値 
(2022年度)

最終目標値 
(2027年度)

指標の説明 取得方法 
又は出典名

58
132 総合的な行政経営システムの構築

個別システ
ムでの運用 
(2017年)

総合
システムの
研究と構築

総合
システムの
運用と検証

総合的な行政経営システムの構築と運用することを目標とします。 所属把握

59

133 経常収支比率 89.8% 
(2016年) 88.9% 88.0%

地方税や普通交付税などの経常的な収入を、義務的経費(人件費、扶助費及
び公債費)などの経常的な支出に充てる割合です。 決算状況

134 実質公債費比率 12.8% 
(2016年) 10.0% 7.1%

公債費等の大きさを、財政規模(収入)に対する割合(三年平均)で表したもの
です。 決算状況

135 将来負担比率 81.8% 
(2016年) 73.4% 64.9%

市債等の残高の大きさを、財政規模(収入)に対する割合で表したものです。 決算状況

136 市税収納率 97.9% 
(2016年) 97.9%以上 97.9%以上

収納済額(納付された額) ／調定額(納付されるべき額)×100(％ )で算出します。 決算状況

これらの指標は、施策の中で取り組まれる事業に明確な方向性を与えるための目標です。
施策に掲げたまちをつくるために様々な事業を実施しますが、取り組みを代表し、測定可能な指標の設定に留

意しました。
指標の設定にあたっては、行政が「どれだけやるか」という活動の量的な指標（活動指標）や「どれだけ役に立っ

たか」という成果に関する指標（成果指標）を設定しています。
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年　月 取組内容 実施主体

令和4年
7月19日 第１回 那覇市総合計画策定推進本部会議を開催。

8月 1日 第５次那覇市総合計画の中間検証及び見直しの方針を策定。

8月26･29日 ９月定例会にかかる会派勉強会において方針やスケジュールについて説明。 議会

10月15日 第１回 第５次那覇市総合計画の中間検証及び見直しに係る市民意見交換会を実施。 市民

令和5年
1月21日 第２回 第５次那覇市総合計画の中間検証及び見直しに係る市民意見交換会を実施。 市民

1月30日 第１回 那覇市総合計画策定推進本部会議幹事会を開催。 市

1月31日 第１回 那覇市総合計画審議会を開催。
第５次那覇市総合計画の中間検証及び見直しについて諮問。 審議会

2月21日 第２回 那覇市総合計画審議会を開催。 審議会

3月23日 第３回 那覇市総合計画審議会を開催。 審議会

4月 6日 那覇市総合計画審議会より答申。 審議会

4月10日 第２回 那覇市総合計画策定推進本部会議を開催。 市

4月18日 第５次那覇市総合計画の中間検証及び見直し（素案）を策定。 市

4月19日
～ 5月19日

第５次那覇市総合計画の中間検証及び見直し（素案）に対する市民意見募集（パブリックコ
メント）の実施 市民

7月3日 那覇市議会全員協議会の開催 議会

7月25日 第２回 那覇市総合計画策定推進本部会議幹事会を開催。 市

8月1日 第３回 那覇市総合計画策定推進本部会議を開催。 市

8月14日 第５次那覇市総合計画の中間検証及び見直し（草案）を策定。 市

　10月4日 第５次那覇市総合計画の中間検証及び見直しについて原案可決。 議会

第５次那覇市総合計画の
中間検証及び見直しまでの経過

中間検証及び見直し資料
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区分 氏名 所属及び役職 備考

１ 仲 地 　 博 沖縄大学 名誉教授（策定時 会長） 会長

２ 自治・協働・防災 佐 藤 　 学 沖縄国際大学 法学部 教授
（策定時 自治･協働･防災専門部会長） 副会長

３ 医療・健康・福祉 山 代 　 寛 沖縄大学 学長
（策定時 医療･健康･福祉専門部会長）

４ 子ども・教育・文化 平田　美紀 沖縄女子短期大学 学長
（策定時 子ども･教育･文化専門部会委員）

５ 産業・観光・情報 下地　芳郎 一般財団法人 沖縄観光コンベンションビューロー 会長
（策定時 産業･観光･情報専門部会長）

６ 環境・都市基盤 堤　純一郎 国立大学法人 琉球大学 名誉教授
（策定時 環境･都市基盤専門部会長）

７ ＤＸ 稲垣　純一 一般財団法人 沖縄ITイノベーション戦略センター 理事長
（那覇市ＩＴ戦略会議 議長）

８ ＳＤＧｓ 玉城　直美 特定非営利法人活動法人 沖縄ＮＧＯセンター 代表理事
（沖縄県ＳＤＧｓアドバイザリーボード会議 座長）

那覇市総合計画審議会委員 名簿

諮問第　　１　　号　
令和 5 年 1月３1日

那覇市総合計画審議会会長　様

那覇市長　知念　覚

第５次那覇市総合計画の中間検証及び
見直しについて（諮問）

みだしのことについて、第５次那覇市総合計画の中間
検証及び見直しをするにあたり、那覇市総合計画審議会
規則第２条の規定により諮問します。

記
（諮問事項）
第５次那覇市総合計画の中間検証及び見直しについて

（答申時期の目安）
令和5年4月頃

令和 5 年 4月6日

那覇市長　知念　覚　様

那覇市総合計画審議会
会　長　仲地　博

第５次那覇市総合計画の中間検証及び
見直しについて（答申）

令和5年1月31日付け諮問第1号で那覇市長より諮問の
ありました「第5次那覇市総合計画の中間検証及び見直し」
について、審議を重ねた結果、別添の審議会案のとおり
答申します。

別添の審議会案を尊重し「第5次那覇市総合計画の中間
検証及び見直し」の策定及び計画の推進が図られることを
望みます。

� 以上

第 5 次那覇市総合計画の中間検証及び第 5 次那覇市総合計画の中間検証及び
見直しについて見直しについて（諮問）（諮問）

第 5 次那覇市総合計画の中間検証及び第 5 次那覇市総合計画の中間検証及び
見直しについて見直しについて（答申）（答申）

中間検証及び見直し資料
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